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コメ危機の深層

◎「農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革」は農林統計協会（TEL03-
6450-2851）、「水田利用と農業政策」は筑波書房（TEL03-3267-8599）、「コメ
危機の深層」はhttps://bookplus.nikkei.comまでお問い合わせください。

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

国民生活に大きな影響を及ぼした「令和のコメ騒動」。2024年
夏以降、米価は上昇を続け、翌年春には前年比2倍の高値を付
けた。量販店の棚からコメが消えた。政府備蓄米の放出など、
異例の決定にもかかわらず、米価は高値を維持している。コメ
はなぜ不足したのか？　流通に問題はあるのか？　生産性はな
ぜ低いのか？　輸入や輸出はどうなる？　何より「適正価格」
はいくらなのか？　気鋭の専門家が「令和のコメ騒動」の背景
と構造的な問題を解き明かし、日本の主食の将来を考える。

農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革
安倍・菅政権下のTPPと農協改革の背景

第 ２次安倍政権では、自民党農林族・農水省・農協から
成る農政トライアングルが崩壊し、TPP締結や全中解体
のような急進的な農政改革が首相官邸主導で実現した。
その背景にある地殻変動を、TPP参加協議にも従事した
元農水官僚の研究者が明らかにする。

作山　巧　著

水田利用と農業政策
水田フル活用政策の歴史的性格

主食用米が２0２3年産から２0２4年産に切り替わる端境期
は、全国的にスーパー等の小売店の棚から米が消え去る
事態となった。
政府は、コロナ禍以降になって本格的に畑地利用への復
帰を推進しているが、「令和の米騒動」はその転換の過
程、つまりは米政策の空白期間で引き起こされた。水田
フル活用政策について、主に水田利用に与えた影響につ
いて、地域性と歴史性の ２面から検証した。

西川　邦夫　著

西川邦夫　著

日本農業年報70

危機に瀕する日本農業
新基本計画は脱却の道筋を示しえたか
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「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

日本農業年報71

令和の米騒動―水田政策の行方―

編集代表　谷口　信和
編集担当　安藤　光義
　　　　　西川　邦夫

2020年 ４ 月に閣議決定された「食料・農業・農村基本計画」
を編集委員全員が食料安全保障の視点から世界農業・東アジ
ア農業との比較を通じて明らかにするとともに、適正な価格
形成をめぐってフランスの経験との対比、担い手政策を軸と
して農地確保と所得支持について日本と欧州諸国の比較検討
を行っている。

　労働者が農業を支える仕組みが広がっている。経営者、家族
だけでなく、従業員が重要な担い手になっているのである。
① 担い手の労働者を、直接雇用に派遣や請負、外国人を含め、

その大きさを示した。
② 法人に労働者は多いが、正規かパートか、キャリアアップ

はどうか、代表的な事例を集め分析した。
③ 家族経営でも人を雇うことで展開を図り、後継者が戻るな

ど、新たな動きを紹介している。

令和の米騒動を総論、第 １部　令和の米騒動を分析する、
第 2部　主要産地の動き、第 ３部　米生産・流通の関係者
からみた令和の米騒動という多面的な視点から、大学とシ
ンクタンクの研究者・ジャーナリスト・農業団体職員・農
業生産者・生協関係者など総勢１5名が多彩に分析した包括
的な図書。



目 次

☆表紙写真「京成バラ園の春バラ」（写真提供：青木海氏）
　「農村と都市をむすぶ」2026年 6 月号（第76巻第 6 号）通巻第890号

［時評］　相続税による都市農地減少の危機  � Ｍ２号（２）

特集　2026年度農林水産予算の特徴と課題

　 １ ．リード� 神山安雄（ ４ ）

　 ２ ．2026年度農林水産予算

　　　＝構造転換の道筋と政策転換の行方＝� 神山安雄（ 5 ）

　 ３ ．農業構造転換集中対策の検討

　　　－農地の大区画化と共同利用施設の再編集約・

　　　　合理化を中心に－� 安藤光義（16）

　 ４ ．就農者を増やし必要な経営体数の維持を� 堀口健治（26）

　 ５ ．食料安全保障・食料政策関連予算の動向 � 友田滋夫（36）

� 「全農林農政学習会・参議院会館にて」（編集部）

1



��������������������������������������������������������������������������

2

　農村と都市をむすぶ２０２6. 6

相
続
税
に
よ
る
都
市
農
地
減
少
の
危
機

　
二
〇
二
二
年
問
題
（
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け

て
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
、
一
気
に
解
除
が
進
ん

で
大
量
の
市
街
化
区
域
内
農
地
が
転
用
さ
れ
る
と

い
う
問
題
）
に
対
応
す
る
た
め
生
産
緑
地
法
が
改

正
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
生
産
緑
地
の
か
な
り
の
割
合
が
特
定
生

産
緑
地
に
切
り
替
え
ら
れ
、
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
は
回
避
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
相
続
税
支
払
い
の
た
め

の
農
地
の
切
り
売
り
、
相
続
税
対
策
と
し
て
の
借
入
金
に
よ
る
賃

貸
住
宅
建
設
に
伴
う
農
地
転
用
は
進
ん
で
お
り
、
都
市
農
地
の
減

少
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
都
市
農
家
の
多
く
は
不
動

産
賃
貸
業
を
営
ん
で
お
り
、
農
地
以
外
の
宅
地
を
保
有
し
て
い
る

た
め
、
ひ
と
た
び
相
続
が
発
生
す
る
と
莫
大
な
相
続
税
が
課
せ
ら

れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

（
首
都
圏
を
中
心
に
進
む
地
価
高
騰
）

　
気
に
な
る
の
は
最
近
の
地
価
高
騰
で
あ
る
。
特
に
首
都
圏
の
住

宅
価
格
の
高
騰
は
深
刻
で
、
東
京
都
内
で
は
一
億
円
を
超
え
る

「
億
シ
ョ
ン
」
が
当
た
り
前
と
な
る
ど
こ
ろ
か
、
価
格
上
昇
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
。
都
内
の
住
宅
市
場
か
ら
弾
き
出
さ
れ
た
人

た
ち
は
隣
県
に
住
宅
を
求
め
、
地
価
高
騰
は
周
辺
地
域
に
波
及
し

て
い
る
。
か
つ
て
の
バ
ブ
ル
経
済
の
時
は
「
年
収
の
五
倍
で
家
が

買
え
な
い
」
と
い
う
怨
嗟
の
声
が
高
ま
り
、
都
市
農
家
に
農
地
を

吐
き
出
さ
せ
る
た
め
に
生
産
緑
地
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
今
回

は
外
国
人
に
よ
る
投
機
的
な
住
宅
購
入
が
問
題
視
さ
れ
、
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
節
税
を
封
じ
る
た
め
の
制
度
改
正
も
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

（
公
示
地
価
・
路
線
価
の
上
昇
に
よ
る
相
続
税
負
担
の
増
加
）

　
実
勢
価
格
の
上
昇
は
地
価
公
示
結
果
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
令
和
八
年
地
価
公
示
の
概
要
に
よ
れ
ば
、「
三
大
都
市
圏

平
均
で
は
、
全
用
途
平
均
・
住
宅
地
・
商
業
地
の
い
ず
れ
も
五
年

連
続
で
上
昇
し
、
上
昇
幅
が
拡
大
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
公

示
地
価
の
上
昇
は
相
続
税
評
価
の
基
準
と
な
る
路
線
価
の
上
昇
に

つ
な
が
る
。
つ
ま
り
、
都
市
農
家
の
相
続
税
負
担
を
増
加
さ
せ
る

方
向
に
働
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
相
続
税
支
払
い
の
た
め
の
農

地
の
切
り
売
り
、
相
続
税
対
策
と
し
て
の
借
入
金
に
よ
る
賃
貸
住

宅
建
設
に
伴
う
農
地
転
用
に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
特

定
生
産
緑
地
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
小
康
を
得
た
も
の
の
、
ど
こ

ま
で
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

（
特
定
生
産
緑
地
へ
の
移
行
率
の
低
下
）

　
特
定
生
産
緑
地
へ
の
切
り
替
え
で
高
い
実
績
を
あ
げ
た
東
京
都

で
は
あ
っ
た
が
、
平
成
四
年
に
指
定
を
受
け
た
生
産
緑
地
の
う
ち

九
四
・
五
％
（
二
、
二
二
三
・
一
ha
）
が
特
定
生
産
緑
地
に
移
行

し
た
が
、
平
成
五
年
の
そ
れ
は
八
六
・
一
％
（
五
九
・
六
ha
）、

平
成
六
年
の
そ
れ
は
八
七
・
一
％
（
八
・
一
ha
）
と
推
移
し
て
お
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時評  

り
、
生
産
緑
地
か
ら
特
定
生
産
緑
地
に
切
り
替
え
ら
れ
る
割
合
は

低
下
し
て
い
る
⑴
。
も
ち
ろ
ん
、
平
成
四
年
に
指
定
を
受
け
た
生

産
緑
地
の
面
積
が
圧
倒
的
に
多
い
の
だ
が
、
割
合
が
低
下
し
て
い

る
の
は
事
実
で
あ
り
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
都
市
農
家
の

意
識
も
変
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
相
続
に
よ
る
取
得
財
産
価
額
の
上
昇

―
相
続
税
圧
力
の
高
ま
り
―
）

　
実
際
、
相
続
税
の
対
象
と
な
る
財
産
の
金
額
は
増
加
し
て
い

る
。
取
得
財
産
価
額
の
推
移
を
示
し
た
表
を
み
て
い
た
だ
き
た

い
。
バ
ブ
ル
経
済
の
時
期
に
当
た
る
一
九
九
〇
年
前
後
に
土
地
の

評
価
額
が
上
昇
し
、
い
っ
た
ん
ピ
ー
ク
を
形
成
す
る
が
、
そ
の
後

は
低
下
す
る
。
し
か
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
本
格
化
し
た
頃
か
ら

現
金
・
預
貯
金
、
有
価
証
券
⑵
が
増
加
し
、
最
近
は
宅
地
、
田
・

畑
・
山
林
・
そ
の
他
の
土
地
の
金
額
も
再
び
増
加
し
始
め
た
。
都

市
農
家
の
相
続
税
負
担
は
間
違
い
な
く
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
だ
と
相
続
税
に
よ
る
都
市
農
地
減
少
の
危
機
が
再
燃
し
、
今
度

こ
そ
都
市
農
地
は
止
め
を
刺
さ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。�

（
Ｍ
２
号
）

注⑴
　
東
京
都
都
市
整
備
局
Ｈ
Ｐ
よ
り
。

⑵
　
二
〇
二
六
年
二
月
一
七
日
付
け
毎
日
新
聞
「
株
急
騰
　
想
像
以
上
の
相

続
税
　
い
つ
の
間
に
か
「
富
裕
層
」
に
」。

相続人の種類別取得財産価額の推移
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　農村と都市をむすぶ２０２6. 6

　
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
は
、
前
年
度
当
初
予
算
比
二
五
〇
億

円
（
一
・
一
％
）
増
の
総
額
二
兆
二
九
五
六
億
円
。
二
五
年
度
補

正
予
算
の
九
六
〇
二
億
円
と
合
わ
せ
た
一
体
的
運
営
と
な
る
。

　
大
き
な
柱
は
、「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
を
通
じ
た
食
料
安

全
保
障
の
強
化
」。
二
六
年
度
予
算
と
二
五
年
度
補
正
予
算
は
、構

造
転
換
集
中
対
策
の
二
年
度
目
の
推
進
予
算
と
位
置
づ
け
。
二
六

年
度
当
初
予
算
で
は
中
央
競
馬
会
か
ら
の
臨
時
・
特
例
措
置（
年

二
五
〇
億
円
、
四
年
間
で
一
〇
〇
〇
億
円
）を
活
用
し
て
い
る
。

　
構
造
転
換
集
中
対
策
の
農
地
の
大
区
画
化
等
、
共
同
利
用
施
設

の
再
編
・
集
約
化
な
ど
と
あ
わ
せ
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
農

林
水
産
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、
生
産
性
の
向
上
、
輸
出
の
促

進
、
稼
げ
る
農
林
水
産
業
の
創
出
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
等
の
関

係
施
策
を
充
実
・
強
化
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
で
は
、
二
六
年
度
予
算
と
二
五
年
度
補
正
予
算
を
中
心
に

構
造
転
換
、
担
い
手
対
策
、
食
料
安
全
保
障
を
検
討
し
た
。

　
神
山
論
文
で
は
、
政
策
転
換
を
に
ら
み
、
経
営
所
得
安
定
対
策

と
日
本
型
直
接
支
払
等
の
推
移
を
、
決
算
ベ
ー
ス
で
検
討
し
た
。

　
安
藤
光
義
論
文
は
、
構
造
転
換
集
中
対
策
に
つ
い
て
、
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
・
大
型
機
械
の
導
入
等
の
前
提
で
あ
る
農
地
整
備

に
向
け
た
補
助
事
業
の
補
助
率
を
三
分
の
二
に
引
き
上
げ
る
工
夫

を
評
価
。
そ
の
上
で
、
経
営
耕
地
面
積
規
模
二
〇
ha
未
満
層
の
離

農
跡
地
を
二
〇
ha
以
上
層
が
不
十
分
に
し
か
引
き
受
け
き
れ
て
い

な
い
現
実
を
指
摘
。
優
先
す
べ
き
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
で
は
な
く
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て

い
る
。

　
堀
口
健
治
論
文
は
、
三
〇
年
ま
で
の
見
通
し
で
は
、
法
人
等
団

体
経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
の
拡
大
・
増
加
分
が
主
業
経
営
体
と

準
主
業
・
副
業
的
経
営
体
の
減
少
分
の
三
分
の
一
し
か
吸
収
で
き

な
い
現
実
を
指
摘
。
団
体
経
営
体
を
さ
ら
に
増
や
す
だ
け
で
な

く
、
主
業
、
準
主
業
・
副
業
的
経
営
体
数
の
維
持
・
規
模
拡
大
で

自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
べ
き
と
し
た
。
そ
の
た
め
の
就
農
準
備
資

金
・
経
営
開
始
資
金
、
雇
用
資
金
の
対
象
拡
大
な
ど
拡
充
を
提
言

し
て
い
る
。

　
友
田
滋
夫
論
文
は
、
新
た
な
食
料
安
全
保
障
観
に
基
づ
い
て
、

二
六
年
度
予
算
が
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転
換

対
策
」
と
政
策
推
進
方
向
を
整
理
し
た
と
指
摘
。
そ
の
た
め
に

は
、
不
安
定
化
す
る
農
産
物
・
食
料
の
国
内
調
達
・
供
給
力
の
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。�

（
文
責
・
神
山
安
雄
）

特
集
　
二
〇
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
の
特
徴
と
課
題
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1
．
本
稿
の
課
題

　
二
〇
二
六
年
度
農
林
水
産
関
係
予
算
は
総
額
二
兆
二
九
五
六
億

円
、
前
年
度
当
初
予
算
比
二
五
〇
億
円
（
一
・
一
％
）
増
で
あ

る
。
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
と
す
る
二
五
年
度
補
正
予
算
の
農
林

水
産
関
係
・
総
額
九
六
〇
二
億
円
と
合
わ
せ
る
と
、
三
兆
二
五
〇

〇
億
円
規
模
に
な
る
（
図
１
）。

　
三
〇
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
（
二
五
年
四
月
、
閣
議
決
定
）
は
、
二
九
年
度
ま
で
の
五

年
間
を
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
と
し
て
、
構
造
転
換
を
つ

う
じ
て
食
料
安
全
保
障
を
強
化
す
る
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
二
四

年
夏
の
米
不
足
の
発
生
か
ら
、
二
七
年
度
か
ら
の
水
田
政
策
の
転

換
を
打
ち
だ
し
た
。

　
こ
こ
で
の
第
一
の
課
題
は
、
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
が
、
二

五
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
、
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
を
本

格
的
に
推
進
す
る
対
策
期
間
二
年
度
目
の
予
算
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
性
格
を
も
つ
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
の
課
題
は
、
二
七
年
度
か
ら
の
水
田
政
策
の
転
換
に
向
け

て
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
を
中
心
と
す
る
経
営
所
得
安

定
対
策
と
、
こ
れ
に
関
連
す
る
日
本
型
直
接
支
払
の
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
・
多
面
的
機
能
支
払
・
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
効
果
が
、
二
六
年
度
予
算
に
引
き
継

が
れ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
政
策
転
換
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
か

を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

2
．
二
六
年
度
国
家
予
算
の
性
格

　
高
市
政
権
は
「
積
極
財
政
」
を
か
か
げ
て
い
る
。
二
六
年
度
国

の
一
般
会
計
予
算
は
一
二
二
兆
三
〇
九
二
億
円
と
史
上
最
高
額
で

二
〇
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
＝
構
造
転
換
の
道
筋
と
政
策
転
換
の
行
方
＝

農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

神
山
安
雄
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　二〇二六年度農林水産予算＝構造転換の道筋と政策転換の行方＝

あ
る
。
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
七
・
一
兆
円
余
り
（
六
・
二

％
）
増
額
で
あ
る
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
の
う
ち
、
国
債
収
入
は
二
九
・
六
兆
円
、
前

年
度
当
初
予
算
対
比
三
・
三
％
増
で
、
税
収
の
増
加
を
見
込
ん
で

い
る
た
め
、
国
債
依
存
率
二
四
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
国
債
収
入
の
う
ち
建
設
国
債
は
六
・
七
兆
円
と
一
・

一
％
減
で
あ
る
が
、
特
例
国
債
（
赤
字
国
債
）
は
二
二
・
九
兆
円

と
四
・
六
％
増
で
あ
る
。
二
六
年
度
当
初
予
算
と
一
体
的
に
運
営

す
る
と
い
う
二
五
年
度
補
正
予
算
の
総
額
一
八
兆
三
〇
三
四
億
円

の
う
ち
、
国
債
収
入
は
一
一
兆
六
九
六
〇
億
円
（
う
ち
特
例
国
債

八
兆
一
五
七
〇
億
円
）
と
、
六
四
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
二
五
年
度
国
の
補
正
後
予
算
の
国
債
依
存
率
は
三
〇
・
二
％

と
な
っ
た
。

　
そ
の
意
味
で
、
国
の
財
政
に
お
け
る
国
債
依
存
の
構
造
は
変
わ

っ
て
い
な
い
。

　
二
六
年
度
国
の
一
般
会
計
予
算
の
第
一
の
特
徴
は
、
国
債
費

（
償
還
・
利
払
い
費
）
の
増
加
で
あ
る
。
二
六
年
度
一
般
会
計
の

歳
出
の
う
ち
、
国
債
費
は
三
一
・
三
兆
円
、
前
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
三
兆
円
余
り
（
一
〇
・
八
％
）
増
加
し
た
。

　
政
策
金
利
〇
・
七
五
％
、
長
期
金
利
の
上
昇
と
い
う
「
金
利
の

あ
る
世
界
」
の
中
で
の
国
債
費
の
増
加
は
、
国
債
費
と
地
方
交
付

税
交
付
金
（
二
六
年
度
当
初
予
算
で
は
二
兆
円
＝
一
〇
・
六
％
＝

増
加
）
を
除
い
た
一
般
歳
出
の
伸
び
（
同
二
兆
円
＝
三
％
＝
増

図 １ 　農林水産予算の推移（2022～2026年度、当初予算＋前年度補正予算）

資料；農林水産省資料および財務省資料により作成
注 １）食料安定供給関係費は、財務省の区分による。
　 ２）一般事業費は、（非公共事業費ー食料安定供給関係費）。
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二〇二六年度農林水産予算＝構造転換の道筋と政策転換の行方＝  

加
）
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
一
般
歳
出
の
う
ち
、
防
衛
費
の
突
出
し
た
増

加
で
あ
る
。

　
二
六
年
度
国
の
一
般
歳
出
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
社
会
保
障

費
（
三
九
兆
円
）
で
あ
る
。

　
社
会
保
障
費
は
、
自
然
増
六
三
〇
〇
億
円
程
度
増
を
、
薬
価
改

定
や
高
額
医
療
費
制
度
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
高
齢
化
に
よ
る
増

加
分
（
年
金
ス
ラ
イ
ド
分
を
含
む
）
四
八
〇
〇
億
円
程
度
の
増
加

に
抑
え
、
二
六
年
度
予
算
で
は
医
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
や
生

活
扶
助
基
準
見
直
し
等
の
経
済
・
物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
た
対
応

を
加
算
し
て
、
七
六
〇
〇
億
円
増
と
し
て
い
る
⑴
。

　
国
の
一
般
歳
出
の
予
算
編
成
の
優
先
順
位
一
位
は
、
こ
の
社
会

保
障
費
で
あ
る
。
社
会
保
障
費
の
抑
制
的
な
編
成
を
行
っ
た
後
、

他
の
関
係
予
算
の
編
成
に
移
る
手
順
で
あ
る
。

　
安
倍
政
権
の
特
に
安
保
法
制
以
降
、
予
算
編
成
の
優
先
順
位
二

位
に
防
衛
費
が
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
市
政
権
は
、
特
に

防
衛
費
を
優
先
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
る
。

　
二
五
年
度
補
正
予
算
の
「
防
衛
力
と
外
交
力
の
強
化
」
の
項
目

に
は
、
防
衛
力
整
備
計
画
対
象
経
費
五
〇
二
一
億
円
、
米
軍
再
編

事
業
三
四
五
一
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。「
こ
れ
ら
と
関
連
経
費
を

合
わ
せ
て
一
・
一
兆
円
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
二
％
水
準
）
を
前
倒
し
達

成
」
と
の
説
明
が
付
け
ら
れ
て
い
る
⑵
。

　
防
衛
力
整
備
計
画
の
下
で
、
防
衛
関
係
予
算
は
、
当
初
予
算
ベ

ー
ス
で
、
二
三
年
度
は
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
二
六
・
三
％

増
、
二
四
年
度
一
六
・
五
％
増
、
二
五
年
度
九
・
四
％
増
と
増
額

さ
れ
、
二
六
年
度
当
初
予
算
で
は
九
兆
三
五
三
億
円
（
同
三
・
八

％
増
）
と
九
兆
円
の
大
台
を
超
え
た
。

３
．
農
林
水
産
予
算
の
位
置
と
性
格

農
林
水
産
予
算
の
位
置

　
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
は
、
総
額
二
兆
二
九
五
六
億
円
、
前

年
度
当
初
予
算
に
比
べ
二
五
〇
億
円
（
一
・
一
％
）
増
で
あ
る
。

　
こ
の
増
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
六
年
度
農
林
水
産
関
係
の
当

初
予
算
が
国
の
一
般
歳
出
（
一
般
会
計
か
ら
地
方
交
付
税
交
付
金

等
と
国
債
費
を
除
い
た
数
値
）
に
占
め
る
比
率
は
、
二
六
年
度
も

三
・
三
％
と
、
二
四
年
度
、
二
五
年
度
当
初
予
算
で
の
比
率
と
同

じ
で
あ
る
。
農
林
水
産
予
算
の
一
般
歳
出
に
占
め
る
比
率
は
、
一

五
～
一
七
年
度
に
四
・
〇
％
に
低
下
し
、
以
後
、
四
％
を
割
り
込

ん
で
、
比
重
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。

　
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

た
め
の
予
算
の
確
保
は
、
当
初
予
算
で
は
な
く
、
補
正
予
算
に
頼

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
現
に
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
の
二
年
度
目

の
予
算
確
保
は
、
二
五
年
度
補
正
予
算
で
の
農
林
水
産
関
係
九
六

〇
二
億
円
の
う
ち
の
構
造
転
換
集
中
対
策
二
四
一
〇
億
円
の
上

に
、
二
六
年
度
当
初
予
算
で
の
四
九
四
億
円
を
上
乗
せ
て
確
保
さ

れ
て
い
る
か
た
ち
で
あ
る
。
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　二〇二六年度農林水産予算＝構造転換の道筋と政策転換の行方＝

　
農
業
構
造
転
換
を
つ
う
じ
た
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
二
五
年
度
予
算
の
成
立
を
受
け
、
二
五
年
四
月
、
自
民
党
か

ら
集
中
対
策
に
要
す
る
予
算
（
総
額
一
・
三
兆
円
）
が
提
言
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
政
府
が
検
討
、
二
五
年
度
補
正
予
算
か
ら
の

対
応
方
針
が
決
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
構
造
転
換
集
中
対
策
の
関
連
予
算
（
表
１
）
は
、
初
年
度
が
二

五
年
度
当
初
予
算
と
二
四
年
度
補
正
予
算
の
合
計
で
一
二
三
八
億

円
、
二
年
度
目
が
二
六
年
度
当
初
予
算
と
二
五
年
度
補
正
予
算
の

合
計
で
二
九
〇
四
億
円
で
あ
る
。
残
り
三
年
間
で
九
〇
〇
〇
億

円
、
年
三
〇
〇
〇
億
円
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
構
造
転
換
集
中
対
策
は
、
二
五
年
度
当
初
予
算
二
四
四
億
円
に

二
六
年
度
当
初
予
算
で
は
二
五
〇
億
円
増
額
の
四
九
四
億
円
が
計

上
さ
れ
た
。
二
五
〇
億
円
の
財
源
は
、
日
本
中
央
競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ

Ａ
）
か
ら
の
臨
時
・
特
例
措
置
が
活
用
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
の

臨
時
・
特
例
は
、
年
二
五
〇
億
円
を
四
年
間
、
計
一
〇
〇
〇
億
円

が
措
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
二
六
年
度
農
林
水
産
当
初
予
算
の
二
五
〇
億
円
の
増
額
は
、
Ｊ

Ｒ
Ａ
か
ら
の
臨
時
・
特
例
措
置
で
の
財
源
確
保
に
よ
っ
て
い
る
。

二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
の
性
格

　
財
務
省
の
説
明
資
料
⑶
は
、
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

　
　
　
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
と
し
て
、
財
源
を
確
保
し
つ

表 １ 　農業構造転換集中対策（2025～2026年度）

資料；農林水産省「令和 ８年度農林水産予算の概要」2025年12月、により作成
注 １）2026年度当初予算から財源として日本中央競馬会（JRA）から臨時・特例の措置250億円を活用。2026年度

から 4年間、合計1,000億円の予定。
　 ２）農業構造転換集中対策の初年度は2025年度当初予算＋2024年度補正予算の合計1,238億円。 ２年度目が

2026年度当初予算＋2025年度補正予算の合計2,904億円。
　　　自民党から2025年 4 月に農業構造転換集中対策の 5年度間に予算規模1.3兆円が提言され、これを受け政

府が検討、JRAからの臨時･特例措置による財源確保が決まった。

単位；億円
2025年度
当初予算

2025年度
補正予算

2026年度
当初予算

26年度当初
・25年度補正

農業構造転換集中対策・計 244 2,410 494 2,904
①農業農村整備（農地の大区画化等） 126 574 166 740
②共同利用施設の再編集約・合理化 69 811 238 1,049
③スマート農業技術･新品種開発､機械導入 28 897 54 951
④輸出産地の育成 22 129 37 166
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つ
、
農
地
の
大
区
画
化
等
、
共
同
利
用
施
設
の
再
編
・
集
約
化
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
・
開
発
等
、
輸
出
産
地
の
育
成
を
推
進
。

　
　
　
主
食
用
米
生
産
の
増
加
等
の
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
食
料

安
全
保
障
の
強
化
や
農
林
水
産
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め
、
生
産
性
の
向
上
、
輸
出
の
促
進
、
稼
げ
る
農
林
水
産
業
の
創

出
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
等
に
向
け
て
関
係
施
策
を
充
実
・
強

化
。

　
同
時
に
、
高
市
政
権
は
、
二
五
年
度
補
正
予
算
と
二
六
年
度
当

初
予
算
と
は
一
体
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
農
林
水
産
予
算
で

も
、
特
に
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
の
関
連
予
算
は
前
年
度
補
正

予
算
と
当
初
予
算
と
を
一
体
的
に
運
営
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
民
主
党
政
権
は
、
一
〇
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
選
挙
公
約

の
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
を
農
業
農
村

整
備
事
業
費
の
削
減
に
求
め
た
。
一
二
年
十
二
月
の
総
選
挙
で
復

帰
し
た
自
公
連
立
の
安
倍
政
権
は
、
大
幅
削
減
さ
れ
て
き
た
農
業

農
村
整
備
事
業
な
ど
公
共
事
業
費
を
〇
九
年
度
水
準
ま
で
回
復
さ

せ
る
た
め
、
補
正
予
算
で
公
共
事
業
費
を
積
み
増
す
手
法
を
と
っ

た
。
こ
の
間
の
補
正
予
算
は
公
共
事
業
を
中
心
に
編
成
さ
れ
て
き

た
（
図
１
）。
こ
の
補
正
予
算
編
成
の
手
法
は
自
民
党
政
権
下
で

現
在
も
つ
づ
い
て
い
て
、
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
予
算
も
公
共

事
業
・
補
助
事
業
を
中
心
に
補
正
予
算
編
成
の
手
法
に
合
致
し
て

い
る
。

４
．
食
料
安
定
供
給
関
係
等
予
算
の
推
移

　
三
〇
年
を
目
標
年
次
と
す
る
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
（
二
五
年
四
月
、
閣
議
決
定
）
は
、
農
業
構
造
転
換
集
中
対

策
を
つ
う
じ
た
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
あ
わ
せ
て
、
二
七
年
度

か
ら
の
水
田
政
策
の
転
換
を
か
か
げ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
水
田
政
策
の
転
換
に
か
か
わ
る
経
営
所
得
安
定
対

策
と
日
本
型
直
接
支
払
（
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、
多
面
的
機

能
支
払
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
）
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

二
五
年
度
、
二
六
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
み
る
こ
と
と
す
る
。

食
料
安
定
供
給
関
係
費
の
推
移

　
財
務
省
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
二
〇

〇
〇
年
度
か
ら
、
農
林
水
産
関
係
予
算
の
公
共
事
業
と
非
公
共
事

業
の
区
分
で
、
非
公
共
事
業
の
う
ち
食
料
安
定
供
給
関
係
費
と
そ

れ
以
外
の
一
般
事
業
費
の
区
分
を
採
用
し
て
き
た
。

　
食
料
安
定
供
給
関
係
費
は
、
基
本
法
施
行
当
初
に
は
稲
作
・
麦

作
・
大
豆
経
営
安
定
対
策
と
食
品
安
全
行
政
な
ど
の
事
業
費
な
ど

を
分
類
項
目
に
入
れ
て
い
た
。
食
料
安
定
供
給
関
係
費
が
増
え
る

の
は
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
の
農
政
改
革
三
対
策
の
な
か
で
、
品

目
横
断
的
な
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
が
実
施
さ
れ
た
時

期
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
民
主
党
政
権
に
よ
る
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
が
米
の
所
得
補
償
、
畑
作
物
の
所
得
補
償
、
水
田
活
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用
の
所
得
補
償
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
食
料
安
定
供

給
費
が
増
加
し
た
。
一
二
年
十
二
月
総
選
挙
に
よ
り
民
主
党
が
政

権
か
ら
下
り
、
自
公
連
立
政
権
が
安
倍
政
権
と
し
て
復
帰
し
た
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
一
三
年
度
に
お
い
て
は
経
営
所
得
安
定
対

策
と
名
称
を
変
え
て
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
が
、
一
四
～
一
七
年
度

は
米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
二
分
の
一
の
一
〇
ａ
七
五
〇
〇
円
と

な
り
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
も
交
付
対
象
を
担
い
手
だ
け
に
限
定

さ
れ
た
。
一
八
年
度
か
ら
は
米
の
直
接
支
払
は
廃
止
さ
れ
、
米
の

生
産
数
量
を
都
道
府
県
に
示
す
こ
と
も
廃
止
さ
れ
た
。

　
農
林
水
産
予
算
は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
財
源
が
農
業
農
村

整
備
費
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
安
倍
政
権
の
下
で
公
共
事
業

費
を
民
主
党
政
権
以
前
の
水
準
に
回
復
す
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
、

経
営
所
得
安
定
対
策
費
な
ど
食
料
安
定
供
給
費
の
比
重
が
低
下
し

て
い
っ
た
。

　
財
務
省
は
、
二
一
年
度
か
ら
区
分
を
見
直
し
て
、
食
料
安
定
供

給
費
に
農
業
者
年
金
経
費
や
地
域
政
策
費
等
を
入
れ
て
い
っ
た
。

二
〇
年
度
以
前
と
二
一
年
度
以
降
の
食
料
安
定
供
給
費
は
接
続
で

き
な
い
。

　
食
料
安
定
供
給
費
の
必
要
経
費
規
模
を
み
る
た
め
に
、
二
〇
～

二
四
年
度
、
決
算
ベ
ー
ス
の
実
額
を
表
示
し
た
（
表
２
）。

　
従
来
か
ら
食
料
安
定
供
給
費
に
区
分
さ
れ
て
い
る
米
麦
の
管
理

経
費
は
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
食
糧
管
理
勘
定
、
畑
作
物
の

直
接
支
払
は
同
特
別
会
計
の
農
業
経
営
安
定
勘
定
を
つ
う
じ
て
管

理
さ
れ
て
い
る
。
米
麦
の
売
買
・
管
理
経
費
の
損
失
分
は
特
別
会

計
の
食
糧
管
理
勘
定
へ
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
（
ゲ
タ
対
策
）
の

う
ち
大
豆
関
係
と
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
の

積
立
金
の
国
費
負
担
分
は
農
業
経
営
安
定
勘
定
へ
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
畑
作
物
の
麦

関
係
経
費
は
同
特
別
会
計
の
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
輸
入
麦
の
売
買

差
益
が
農
業
経
営
安
定
勘
定
に
繰
入
れ
る
こ
と
で
処
理
さ
れ
て
い

る
。
畑
作
物
の
直
接
支
払
の
う
ち
、
て
ん
菜
と
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ

レ
イ
シ
ョ
の
交
付
金
は
、
農
畜
産
業
振
興
機
構
の
糖
価
調
整
金
等

収
入
に
も
と
づ
く
納
付
金
を
農
業
経
営
安
定
勘
定
に
繰
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
特
別
会
計
の
食
糧
管
理
勘
定
、

農
業
経
営
安
定
勘
定
の
分
析
に
よ
っ
て
し
か
、
詳
細
は
明
ら
か
に

な
ら
な
い
⑷
。

　
こ
こ
で
は
、
差
し
当
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
予
算
規
模
を
知
る

た
め
に
、
決
算
額
を
表
示
し
て
い
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
の
実
績
と
予
算

　
水
田
政
策
の
見
直
し
・
転
換
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
予

算
規
模
を
知
る
た
め
に
、
広
義
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の
交
付
金

実
績
の
推
移
と
二
五
年
度
、
二
六
年
度
の
予
算
額
を
表
示
し
た

（
表
３
）。

　
米
の
所
得
補
償
に
お
い
て
変
動
部
分
の
交
付
金
（
一
〇
ａ
当
た

り
一
・
五
万
円
が
発
動
さ
れ
た
一
〇
年
度
を
除
き
、
米
の
直
接
支
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表２　食料安定供給関係費等の推移（2020～2024年度、決算ベース）

資料；財務省「決算の説明」各年度、食料安定供給関係費、などにより作成
注 １）食料安定供給関係費は、財務省による非公共事業のうちの区分による。2021年度から、農業者年金経費・

林野関係・地域政策等を算入して拡大された。そのため、2020年度以前と2021年以降とは接続しない。ち
なみに2020年度当初予算での農業者年金経費等は合計303億円。

　 ２）いずれも、支出済歳出額である。
　 ３）表記の「特会」は、食料安定供給特別会計。
　　　⑸の特会食糧管理勘定へ繰入れは、国内米（備蓄米）・輸入米（ＭＡ米等）・輸入麦の売買損と管理経費

からなる損失（赤字）分の一般会計からの繰入れ。
　　　⑹の特会農業経営安定勘定への繰入れは、畑作物の直接支払交付金のうち大豆、ナタネ、ソバの交付金分

の一般会計からの繰入れ分である。
　　　なお、畑作物の直接支払交付金のうち、麦の交付金分は、特会の食糧管理勘定から輸入麦の売買差益分

が、てん菜・でんぷん原料バレイショの交付金分は、農畜産業振興機構の糖価調整金収入にもとづく納付
金が、農業経営安定勘定に繰入れられている。

単位；億円
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

⑴新市場創出対策費 - - 379 112 102
⑵農水産物･食品輸出促進対策 200 448 634 221 197
⑶国産消費拡大･食農連携深化対策 1,163 1,352 217 9 2
⑷食品安全･消費者信頼確保対策等 85 85 81 83 80
⑸食料安全保障確立対策等 1,164 1,238 2,180 2,102 1,824
　　特会食糧管理勘定へ繰入れ 890 891 1,912 1,710 1,522
⑹担い手育成･確保等対策等 2,884 3,971 3,755 3,619 3,630
　　新規就農対策 243 249 252 234 203
　　特会農業経営安定勘定へ繰入れ 957 970 1,059 1,103 990
　　特会農業再保険勘定へ繰入れ 554 610 636 504 537
⑺農地集積･集約化等対策 500 503 460 452 465
⑻農業生産基盤整備推進費 ･･ 249 263 311 327
⑼国産農産物生産基盤強化等対策 6,222 5,744 7,748 6,691 6,073
　　水田活用の直接支払交付金 2,960 3,280 3,228 3,892 3,398
　　肥料価格高騰対策 - - 657 895 122
　　配合飼料価格対策等 - 230 2,431 - -
　　加工原料乳生産者補給金等 475 321 1,514 494 620
　　畜産経営安定対策等 353 407 353 373 492
⑽農業･食品産業強化､ ６ 次産業化 538 - - - 122
　　 ６次産業化市場規模拡大対策 105 - - - -
⑾農村整備推進対策費 ･･ 769 774 775 774
　　多面的機能支払交付金 ･･ 487 487 488 471
　　中山間地域等直接支払交付金 ･･ 258 261 261 260
⑿農山漁村活性化対策費 ･･ 191 208 211 213
⒀森林整備･保全費等 ･･ 205 201 188 176
⒁水産資源回復対策費等 259 306 325 266 258
⒂漁業経営安定対策等 1,709 1,541 1,379 1,320 1,302

計 14,985 17,716 19,470 17,258 16,269
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払
交
付
金
の
二
分
の
一
へ
の
削
減
（
一
四
～
一
七
年
度
）、
米
の

直
接
支
払
の
廃
止
（
一
八
年
度
以
降
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
食

用
米
の
生
産
調
整
・
需
給
調
整
が
強
化
さ
れ
た
た
め
、
広
義
の
経

営
所
得
安
定
対
策
費
の
交
付
金
支
払
い
実
績
の
総
額
は
ほ
ぼ
同
じ

規
模
で
推
移
し
て
い
る
。

　
二
六
年
度
予
算
で
は
、
飼
料
用
米
な
ど
の
主
食
用
以
外
の
米
や

麦
・
大
豆
作
か
ら
主
食
用
米
へ
の
回
帰
が
進
ん
だ
た
め
、
水
田
活

用
と
畑
作
物
の
直
接
支
払
は
予
算
規
模
が
縮
小
し
て
い
る
。

　
二
六
年
産
米
で
は
、
い
ま
の
ま
ま
い
け
ば
、
飼
料
用
米
を
は
じ

め
と
し
た
主
食
用
以
外
の
米
の
供
給
が
四
〇
万
ト
ン
程
度
不
足
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
主
食
用
以
外
の
米
、
麦
・
大
豆
な

ど
、
多
様
な
需
要
を
把
握
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
応
じ
た
生
産
を
確

保
で
き
る
よ
う
な
予
算
執
行
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

５
．
日
本
型
直
接
支
払
の
実
績
と
予
算

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、
多
面
的
機
能
支
払
、
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
と
も
二
五
年
度
か
ら
新
た
な
対
策
期
間
に
入
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
二
五
年
度
予
算
は
前
年
度
予
算
に
比
べ
増

額
さ
れ
、
二
六
年
度
予
算
も
二
五
年
度
予
算
と
同
額
が
確
保
さ
れ

た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
は
、
二
五
年
度
か
ら
中
山
間
地
域
等

表 ３ 　戸別所得補償・経営所得安定対策の推移（2010～2026年度）

資料；農林水産省、農業者戸別所得補償制度および経営所得安定制度等、収入減少影響緩和対策の支払実績。各
年度、等により作成

注 １）いずれも交付金支払い実績。ただし、2025年度、2026年度は当初予算額。畑地化促進助成、コメ新市場開
拓等の予算は前年度補正予算を含む。

　 ２）2010年度の畑作物の交付金は、生産条件不利補正対策（ゲタ対策）の支払実績。
　 ３）加算交付金は、戸別所得補償制度における規模拡大・再生利用・緑肥輪作加算の合計。
　 ４）収入減少影響緩和対策は、年産ごとの支払実績。なお、2025～2026年度は当初予算額。

単位；億円
米の所得補償 水田活用

の交付金
コメ新市
場開拓等

畑　作　物
産地形成

畑　地　化
促進助成

畑作物の
交　付　金

加　算
交付金

総　額 収入減少影
響緩和対策定額部分 変動部分

戸別所得
補償

2010 1,529 1,539 1,890 - - - 1,271 - 6,229 83
2011 1,533 - 2,218 - - - 1,578 36 5,365 7
2012 1,552 - 2,223 - - - 1,781 47 5,603 2
2013 1,559 　　- 2,161 - - - 1,675 2 5,397 47

経営所得
安定対策

2014 747 - 2,498 - - - 1,859 8 5,112 516
2015 715 - 3,048 - - - 2,113 - 5,876 332
2016 708 - 3,168 - - - 1,754 - 5,630 179
2017 705 - 3,141 - - - 1,985 - 5,831 54
2018 - - 2,986 - - - 1,732 - 4,718 69
2019 - - 2,938 - - - 2,197 - 5,135 4
2020 - - 2,960 - - - 2,058 - 5,018 49
2021 - - 3,280 - - - 2,263 - 5,543 397
2022 - - 3,228 - - - 2,118 - 5,346 184
2023 - - 2,970 108 294 520 1,926 - 5,818 32
2024 - - 2,747 108 173 371 1,923 - 5,322 9
2025 - - 2,870 110 135 195 2,024 - 5,334 446
2026 - - 2,752 140 ･･ ･･ 1,924 - 4,816 468
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の
「
農
振
農
用
地
区
域
内
か
つ
地
域
計
画
区
域
内
」
の
傾
斜
等
の

基
準
を
満
た
す
農
用
地
が
対
象
。
集
落
協
定
等
に
も
と
づ
く
活
動

の
体
制
整
備
単
価
へ
の
取
組
み
要
件
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
活
動
計

画
の
作
成
と
さ
れ
た
。
推
進
費
を
含
む
予
算
規
模
は
、
二
四
年
度

二
六
一
億
円
か
ら
二
五
年
度
二
八
四
・
六
億
円
に
増
額
さ
れ
、
二

六
年
度
予
算
も
二
五
年
度
と
同
額
で
あ
る
。

　多
面
的
機
能
支
払

　
多
面
的
機
能
支
払
は
、
農
地
維
持
支
払
、
資
源
向
上
支
払
（
共

同
活
動
・
長
寿
命
化
）
か
ら
成
り
、
推
進
費
を
含
む
予
算
規
模
は

二
四
年
度
四
八
五
・
九
億
円
か
ら
二
五
年
度
五
〇
〇
・
五
億
円
に

増
額
さ
れ
、
二
六
年
度
予
算
で
も
二
五
年
度
と
同
額
が
確
保
さ
れ

た
。

　
多
面
的
機
能
支
払
で
は
、
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
み
へ
の
支
援

（
環
境
保
全
加
算
）
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
化
学
肥
料
・
化

学
農
薬
を
原
則
五
割
以
上
低
減
す
る
取
組
み
と
あ
わ
せ
て
長
期
中

干
し
・
冬
期
湛
水
・
夏
期
湛
水
・
中
干
し
延
期
・
江
の
設
置
と
い

っ
た
環
境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む
面
積
が
増
加
す
る
場
合
に
支
援

す
る
も
の
。

　
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
を
二
七
年
度
か
ら
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
法
の
枠
組
み
に
入
れ
た
新
た
な
環
境
直
接
支
払
と
し

て
、
個
別
経
営
に
対
す
る
直
接
支
払
を
可
能
に
す
る
た
め
、
前
期

ま
で
共
同
活
動
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
み
と
し
て
支
援
対

象
で
あ
っ
た
も
の
を
、
多
面
的
機
能
支
払
の
枠
組
み
に
あ
ら
か
じ

め
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

　
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
は
、
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
を
原

則
五
割
以
上
低
減
す
る
取
組
み
と
あ
わ
せ
て
、
有
機
農
業
や
堆

肥
・
緑
肥
の
施
用
、
総
合
防
除
な
ど
地
球
温
暖
化
防
止
・
生
物
多

様
性
保
全
等
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
の
取
組
み
を
支
援
す
る
も

の
。
二
五
年
度
か
ら
の
新
た
な
対
策
期
間
で
は
、
有
機
農
業
へ
の

交
付
金
単
価
を
一
〇
ａ
当
た
り
一
・
二
万
円
か
ら
二
五
年
度
以
降

で
は
一
・
四
万
円
に
引
き
上
げ
た
。

　
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
も
、
推
進
費
を
含
む
予
算
規
模
が

二
四
年
度
二
六
・
四
億
円
か
ら
二
五
年
度
二
八
億
円
に
増
額
さ

れ
、
二
六
年
度
も
二
五
年
度
と
同
額
が
確
保
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
金
を
交

付
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
申
請
の
多
い
場
合
は
交
付
金
が
減
額
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
二
七
年
度
か
ら
の
新
た
な
環
境
直
接

支
払
交
付
金
で
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
認
定
農
業
者
に

よ
る
先
進
的
な
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
み
を
支
援
す
る
仕
組
み
を

検
討
す
る
と
の
但
し
書
き
が
つ
い
て
い
る
。

　日
本
型
直
接
支
払
の
予
算
措
置
・
地
方
財
政
措
置

　
日
本
型
直
接
支
払
の
実
績
（
表
４
）
を
み
る
と
、
中
山
間
地
域
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等
直
接
支
払
で
気
に
な
る
こ
と
は
交
付
対
象
面
積
の
減
少
傾
向
で

あ
る
。

　
二
四
年
度
ま
で
の
交
付
金
総
額
に
あ
わ
せ
、
二
五
年
度
と
二
六

年
度
の
国
費
負
担
分
の
予
算
額
（
推
進
費
を
含
む
）
を
表
示
し

た
。
国
費
負
担
分
の
予
算
額
が
交
付
金
総
額
の
実
績
の
半
額
程
度

で
あ
る
こ
と
は
、
三
つ
の
支
払
制
度
と
も
国
費
負
担
が
五
〇
％
で

あ
る
た
め
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
の
負
担
は
残
り
五
〇
％
で
あ
る

が
、
地
方
自
治
体
負
担
の
一
部
は
地
方
交
付
税
交
付
金
等
の
財
政

措
置
（
地
方
財
政
措
置
）
で
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
は
、
地
方
財
政
措
置
が
三
九
％
で
、

実
質
的
な
地
方
負
担
は
都
道
府
県
六
％
、
市
町
村
五
％
で
あ
る
。

多
面
的
機
能
支
払
と
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
は
、
地
方
財
政

措
置
が
四
〇
％
で
、
実
質
的
な
負
担
は
都
道
府
県
六
％
、
市
町
村

四
％
で
あ
る
。

　
実
質
的
な
地
方
負
担
の
あ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
知
事
特
認
・
地
方

特
認
の
取
組
み
が
直
接
支
払
交
付
金
の
対
象
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
予
算
の
配
分
が
実
績
主
義
に
お
ち

い
っ
て
事
業
規
模
が
伸
び
な
い
こ
と
で
あ
る
。

６
．
ま
と
め
に
か
え
て
；
残
さ
れ
た
課
題

　
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
は
、
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
の
二

年
度
目
の
予
算
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
例
え
ば

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
を
見
直
し
、
二
七
年
度
か
ら
新
た
な

表 ４ 　日本型直接支払の支払実績の推移（2014～2024年度）

資料；農林水産省、多面的機能支払交付金および中山間地域等直接支払交付金、環境保全型農業直接支払交付金
の各実施状況、各年度、などにより作成

注 １）多面的機能支払の取組み面積は農地維持支払の取組み面積。
　 ２）交付金額は、直接支払交付金の支払総額。
　 ３）2025年度、2026年度は、国費負担分の予算額。国費負担は、事業費の50％、事業推進費（国費負担100％）

を含む。

多面的機能支払 中山間地域等直接支払 環境保全型農業直接支払
取組み面積 交付金額 交付面積 交付金額 取組み面積 交付金額
万ha 億円 万ha 億円 万ha 億円

2014年度 196.2 838.0 68.7 541.8 5.77 34.0
2015年度 217.7 905.8 65.4 514.1 7.42 42.1
2016年度 225.1 934.4 66.1 523.3 8.46 45.8
2017年度 226.6 934.7 66.3 528.7 8.91 45.9
2018年度 229.3 935.9 66.4 530.9 7.95 45.1
2019年度 227.4 940.7 66.5 533.4 7.98 45.4
2020年度 229.1 941.1 63.9 521.8 8.08 44.5
2021年度 231.1 941.0 59.7 523.7 8.17 45.0
2022年度 231.8 941.2 60.2 529.8 8.28 46.0
2023年度 233.1 943.2 61.2 530.0 8.65 48.3
2024年度 233.0 941.0 61.8 531.7 9.06 50.3
2025年度 ･･ 500.5 ･･ 284.6 ･･ 28.0
2026年度 ･･ 500.5 ･･ 284.6 ･･ 28.0
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環
境
直
接
支
払
を
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
政
策
的
枠
組
み
内

に
組
み
立
て
る
道
筋
を
つ
け
る
と
い
っ
た
政
策
転
換
の
一
環
を
に

な
う
役
割
を
も
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
農
業
構
造
転
換
は
、
農
地
の
大
区
画
化
や
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
導
入
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
業
経
営
の
大
規

模
化
・
大
幅
コ
ス
ト
削
減
を
一
辺
倒
と
す
る
政
策
路
線
で
あ
る
。

米
の
コ
ス
ト
指
標
が
水
稲
作
付
面
積
一
～
三
ha
規
模
層
の
米
生
産

費
を
土
台
に
し
て
積
み
上
げ
た
よ
う
に
、
中
小
規
模
経
営
を
抜
き

に
し
て
は
米
の
再
生
産
・
安
定
供
給
が
可
能
と
な
ら
な
い
。
ま

た
、
多
様
な
農
業
者
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
、
農
業
・
農
村
地
域

社
会
の
維
持
が
で
き
な
い
。

　
新
た
な
環
境
直
接
支
払
制
度
の
よ
う
に
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
法
の
認
定
農
業
者
だ
け
を
支
援
対
象
に
し
た
仕
組
み
が
万
全

な
の
か
ど
う
か
。
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
が
支
援
対
象
に
し

て
き
た
共
同
活
動
の
冬
期
湛
水
な
ど
環
境
保
全
型
農
業
を
、
多
面

的
機
能
支
払
の
加
算
交
付
金
の
支
援
対
象
と
す
る
だ
け
で
い
い
の

か
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
で
も
環
境
保
全
型
農
業
に

対
す
る
支
援
方
策
を
考
え
な
く
て
い
い
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
。

　
農
業
構
造
転
換
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
、
水
田
政
策
等
の
転
換
の

方
向
性
を
さ
ぐ
る
意
味
か
ら
、
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
の
足
ら

ざ
る
事
柄
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注⑴
財
務
省
資
料
「
令
和
８
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
」
二
〇
二
五
年
十
二
月
。

⑵
財
務
省
、
二
〇
二
五
年
度
補
正
予
算
の
説
明
資
料
。

⑶
財
務
省
資
料
「
令
和
８
年
度
農
林
水
産
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
」
二
〇
二
五
年

十
二
月
。

⑷
詳
し
く
は
、
神
山
安
雄
「
経
営
所
得
安
定
対
策
と
そ
の
財
政
構
造
」
⑴
（
農

村
と
都
市
を
む
す
ぶ
、
二
〇
二
四
年
七
月
）、
⑵
（
同
、
二
〇
二
四
年
一
〇

月
）。
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農村と都市をむすぶ2026. 6

1
．
は
じ
め
に

―
補
正
予
算
等
に
よ
る
確
保
と
地
財
措
置
で
の
工
夫

　
改
正
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ
く
最
初
の
五

年
間
は
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
と
さ
れ
、
そ
の
名
の
通

り
、
農
業
の
構
造
転
換
を
通
じ
た
食
料
安
全
保
障
の
確
保
を
政
策

目
標
と
し
て
次
の
四
つ
が
具
体
的
な
対
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

⑴
農
地
の
大
区
画
化
等
、
⑵
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
化
・
合

理
化
、
⑶
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
・
新
品
種
の
開
発
、
生
産
性
向
上

に
資
す
る
農
業
機
械
の
導
入
、
⑷
施
設
整
備
、
規
模
拡
大
等
を
通

じ
た
輸
出
産
地
の
育
成
で
あ
る
。

　
基
本
的
な
方
向
と
し
て
は
担
い
手
の
減
少
を
生
産
性
の
向
上
に

よ
っ
て
対
応
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
業
生
産
基
盤

の
強
化
を
図
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
⑶
は

農
研
機
構
の
基
盤
強
化
に
よ
る
技
術
開
発
力
の
向
上
と
、
そ
れ
を

起
点
と
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
普
及
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
⑷
は
輸
出
拡
大
余
地
の
大
き
い
現
地
系
商
流
の
獲
得
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
は
⑴
と
⑵
に
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
こ
の
⑴
と
⑵
を
中
心
に
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た

い
。

　
各
論
に
入
る
前
に
予
算
確
保
の
問
題
に
つ
い
て
最
初
に
触
れ
て

お
き
た
い
。
こ
の
財
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
令
和
八
年
度
当
初
予
算
四
九
四
億
円
に
対
し
、
令
和
七
年

度
補
正
予
算
は
二
、
四
一
〇
億
円
と
補
正
予
算
頼
み
で
あ
り
⑴
、

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
四
年
間
に
わ
た
っ
て
二
五
〇
億
円
、
計
一
、

〇
〇
〇
億
円
も
拠
出
を
受
け
る
こ
と
で
何
と
か
対
応
し
て
い
る
。

当
初
の
五
年
間
に
区
切
っ
た
特
別
措
置
で
予
算
を
確
保
し
、
公
共

事
業
と
し
て
都
道
府
県
・
市
町
村
の
支
出
を
求
め
る
と
と
も
に
地

農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
の
検
討

―
農
地
の
大
区
画
化
と
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
・
合
理
化
を
中
心
に
―

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授　

安
藤
光
義
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方
財
政
措
置
⑵
を
拡
充
し
た
点
が
工
夫
で
あ
っ
た
と
し
て
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
農
地
の
大
区
画
化
の
課
題

　
農
地
の
大
区
画
化
は
、
⑶
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
農
業
機
械

の
導
入
に
と
っ
て
の
前
提
条
件
で
も
あ
る
。
こ
の
仕
組
み
は
、
圃

場
整
備
と
大
型
機
械
の
導
入
を
セ
ッ
ト
で
実
施
す
る
こ
と
で
農
業

構
造
の
改
善
を
図
ろ
う
し
た
、
か
つ
て
の
農
業
構
造
改
善
事
業
に

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
林
水
産
省
の
資
料
で
は
「
地
域
計

画
に
基
づ
く
農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導

入
の
加
速
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
農
地
の
大
区
画

化
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
に
お
い
て
き
め
細
か

な
整
備
を
実
施
」⑶
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
水
田
の
整
備
状
況
）

　
最
初
に
水
田
の
整
備
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。『
令
和
六

年
度
　
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
』
に
よ
る
と
、
二
〇
二
三
年
現

在
、
水
田
面
積
全
体
（
二
三
四
万
ha
）
の
う
ち
、
三
〇
ａ
程
度
以

上
の
区
画
に
整
備
済
み
の
面
積
は
六
八
・
七
％
（
一
六
〇
万
ha
）

と
三
分
の
二
と
な
っ
て
い
る
が
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集

約
化
や
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
に
特
に
資
す
る
と
さ
れ
る
五
〇
ａ
以

上
の
区
画
に
整
備
済
み
の
面
積
は
一
二
・
三
％
（
二
九
万
ha
）
と

八
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
一
ha
以
上
の
大
区
画
に
整
備
済
み
の
面
積

は
僅
か
六
・
三
％
（
一
五
万
ha
）
で
し
か
な
い
。
ま
た
、
自
給
率

向
上
の
た
め
に
必
要
な
麦
や
大
豆
作
に
と
っ
て
重
要
な
暗
渠
排
水

の
設
置
等
に
よ
る
汎
用
化
が
行
わ
れ
た
面
積
は
四
七
・
七
％
（
一

一
一
万
ha
）
と
半
分
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
大
区
画
化
の
効
果

―
農
地
集
積
の
進
展
と
麦
・
大
豆
作
の
拡
大
）

　
次
世
代
を
視
野
に
一
ha
以
上
の
大
区
画
化
整
備
を
推
進
し
て
い

こ
う
と
い
う
目
標
は
意
欲
的
で
あ
り
、
早
晩
求
め
ら
れ
る
課
題
を

見
越
し
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
圃
場
整
備
の

実
施
は
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
図

１
は
、
横
軸
に
農
地
整
備
率
（
田
に
つ
い
て
は
三
〇
ａ
程
度
以
上

区
画
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
、
畑
に
つ
い
て
は
区
画
の
形
状
が
方

形
に
整
備
さ
れ
た
も
の
の
割
合
）
を
、
縦
軸
に
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
率
（
農
地
中
間
管
理
機
構
の
実
績
に
基
づ
く
）
を
取
り
、
都

道
府
県
別
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
だ
が
⑷
、
農
地
整
備
率
が
高
い

都
道
府
県
ほ
ど
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
担
い
手
が
農
地
を
受
け
ら
れ
な
い
理
由

と
し
て
「
農
地
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
（
五
六
％
）」「
農
地
が
未

整
備
で
あ
る
こ
と
（
四
七
％
）」
を
あ
げ
る
割
合
が
高
く
⑸
、
ま

す
ま
す
少
な
く
な
る
担
い
手
に
離
農
者
の
農
地
を
引
き
受
け
て
も

ら
っ
て
農
地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
圃
場
整
備
は
必
要
不
可
欠

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
大
区
画
圃
場
整
備
を

農
業
構
造
転
換
対
策
の
柱
と
す
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
し
、
推
進

す
る
べ
き
目
標
で
あ
る
と
考
え
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
圃
場
整
備
実
施
後
に
ど
の
よ
う
な
営
農
体
制
を

実
現
し
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う
点
で
は
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。

　
図
２
は
、
横
軸
に
農
地
整
備
の
整
備
水
準
を
、
縦
軸
に
麦
と
大

豆
の
作
付
率
を
取
り
、
北
海
道
と
沖
縄
県
を
除
く
全
国
の
市
町
村

に
つ
い
て
集
計
し
た
結
果
を
示
し
た
も
の
だ
が
⑹
、
農
地
が
整
備

さ
れ
て
い
る
市
町
村
ほ
ど
麦
・
大
豆
の
作
付
率
が
高
く
な
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
農
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
市
町
村
ほ
ど

麦
・
大
豆
な
ど
の
転
作
作
物
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
特
に
整
備
水
準
が
八
割
以
上
の
と
こ
ろ
で
は
二
割
前
後

が
麦
と
大
豆
の
作
付
け
と
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま

た
、『
令
和
六
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
』
で
も
一
ha
区
画

の
圃
場
整
備
と
汎
用
化
に
よ
っ
て
一
一
〇
ha
規
模
の
大
規
模
水
田

作
経
営
が
水
稲
・
麦
・
大
豆
の
二
年
三
作
を
実
現
し
て
い
る
事
例

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
一
七
八
頁
）。

（
麦
・
大
豆
作
の
梯
子
は
外
さ
れ
な
い
か
―
水
活
廃
止
の
衝
撃
）

　
こ
れ
が
大
区
画
圃
場
整
備
後
に
目
指
す
べ
き
水
田
利
用
だ
と
す

る
と
、
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
は
麦
・
大
豆
の
導
入
が
担
い
手
の
経

営
安
定
に
繋
が
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
懸
念
さ
れ
る
の
が
水
田
政

策
の
見
直
し
で
あ
り
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
（
以
下
、

水
活
と
す
る
）
の
廃
止
で
あ
る
。
こ
の
水
活
の
廃
止
は
麦
・
大
豆

作
の
経
営
収
支
に
と
っ
て
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

　
図
３
は
「
令
和
八
年
度
　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
概
要
」
の
パ

図１　農地整備率と農地集積率

出所：『農地整備をめぐる事情』15頁
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図２　農地整備率と麦・大豆作付率

出所：『令和 ６年度食料・農業・農村白書』179頁

図３
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ン
フ
レ
ッ
ト
⑺
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
米
価
の
高
騰
に

よ
っ
て
主
食
用
米
に
比
べ
て
小
麦
と
大
豆
の
所
得
面
で
の
有
利
性

は
大
き
く
失
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
「
戦
略
作
物
助
成
」
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
る
水
活
三
五
、
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
が
消
滅
し

て
し
ま
う
と
、
小
麦
の
所
得
は
一
八
、
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
、
大

豆
の
所
得
は
一
九
、
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

れ
は
麦
・
大
豆
作
の
経
営
は
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、
水
活
の
予
算
は
作
物
ご
と
の
生
産
性
向
上
の
た

め
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
単
収
に
応
じ
た
面
積
払

い
を
行
う
と
い
う
案
が
示
さ
れ
た
が
、
肝
心
の
金
額
は
確
定
し
て

お
ら
ず
、
生
産
者
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
⑻
。
ま
た
、
圃

場
整
備
事
業
は
整
備
後
に
要
件
が
課
さ
れ
て
お
り
、
全
面
的
に
水

稲
を
作
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
制
度
的
な
不
整
合
と
い

う
問
題
も
存
在
し
て
い
る
。

　
農
地
の
大
区
画
化
は
方
向
性
と
し
て
間
違
っ
て
い
な
い
の
だ

が
、
そ
れ
以
外
の
関
連
す
る
政
策
と
の
調
整
が
今
後
の
課
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
自
力
畦
畔
除
去
に
よ
る
大
区
画
化
の
支
援
）

　
こ
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
の
が
「
大
区
画

化
等
加
速
支
援
事
業
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
事
業
は
、
法
人
等

の
農
業
者
が
自
ら
行
う
、
畦
畔
除
去
に
よ
る
区
画
拡
大
や
暗
渠
排

水
当
の
簡
易
な
基
盤
整
備
を
定
額
で
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
定

額
上
限
は
、
区
画
拡
大
が
七
〇
、
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
、
畦
畔
除

去
が
四
〇
、
〇
〇
〇
円
／
一
〇
〇
ｍ
、
暗
渠
排
水
が
一
八
〇
、
〇

〇
〇
円
／
一
〇
ａ
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
担
い
手
に
面
的
な
集
積

を
図
る
場
合
は
一
・
二
倍
ま
で
、
一
ha
以
上
に
大
区
画
化
す
る
場

合
は
一
・
三
二
倍
ま
で
引
き
上
げ
る
と
さ
れ
て
い
る
⑼
。
調
査
・

調
整
活
動
に
あ
た
る
組
織
と
し
て
大
区
画
化
等
推
進
協
議
会
を
設

置
し
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
機
動
的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
点
が
工
夫
で
あ
る
。
畦
畔
除
去
に
よ
る
圃
場
の
大
区
画
化

は
、
滋
賀
県
を
代
表
す
る
大
規
模
水
田
作
経
営
で
あ
る
フ
ク
ハ
ラ

フ
ァ
ー
ム
が
早
く
か
ら
実
施
し
て
効
果
を
あ
げ
て
お
り
⑽
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
大
規
模

借
地
経
営
が
展
開
す
る
平
坦
水
田
地
帯
で
は
、
彼
ら
の
規
模
拡
大

余
力
を
伸
ば
す
よ
う
な
支
援
を
行
う
だ
け
で
―
そ
の
多
く
は
麦
・

大
豆
作
面
積
が
大
き
く
、
水
活
の
廃
止
に
見
合
う
だ
け
の
助
成
金

の
交
付
が
経
営
の
安
定
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
―
、
農
業
構
造

の
転
換
は
進
ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
、
特
に
中
山
間
地
域
で
は
、
こ
こ

で
検
討
し
た
よ
う
な
仕
組
み
が
機
能
す
る
状
況
に
は
な
い
。
中
山

間
地
域
に
対
し
て
は
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
単
価
引
き

上
げ
な
ど
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
ま
だ

具
体
的
な
提
案
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
圃
場
整
備
と
の
関
係

で
い
え
ば
、
確
か
に
中
山
間
地
域
農
業
農
村
総
合
整
備
事
業
は
用

意
さ
れ
て
は
い
る
が
、
傾
斜
地
で
圃
場
を
大
き
く
取
ろ
う
と
す
る

と
畦
畔
が
大
き
く
な
っ
て
草
刈
り
の
負
担
が
増
す
こ
と
に
な
る
の
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で
、
そ
れ
と
は
違
う
基
盤
整
備
の
方
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

３
．
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
化
・
合
理
化
の
課
題

　
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
化
・
合
理
化
は
、
①
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
共
同
利
用
施
設
及
び
卸
売
市
場
等
に
つ
い
て
、
生
産
性

の
向
上
、
物
流
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
、
②
食
肉
・
食
鳥
処
理
施

設
、
家
畜
市
場
、
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
施
設
、
乳
製
品
加
工
基
幹
施
設

等
に
つ
い
て
、
流
通
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
特
に
Ｊ
Ａ
系
統
が
運
営
す
る
施
設
の
七
割
が
地
区
三
〇
年
以

上
と
耐
用
年
数
を
超
え
て
お
り
⑾
、
そ
の
更
新
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

（
地
財
措
置
等
で
の
地
元
負
担
軽
減
、
既
存
施
設
の
再
編
集
約
が

課
題
）

　
予
算
措
置
と
し
て
は
、
農
産
施
設
は
国
五
〇
％
負
担
に
都
道
府

県
の
五
％
負
担
が
あ
る
と
国
が
五
％
上
乗
せ
負
担
、
地
元
負
担
四

〇
％
、
畜
産
施
設
は
国
五
〇
％
負
担
、
地
元
四
〇
％
負
担
で
あ
っ

た
の
が
、
構
造
転
換
集
中
対
策
の
五
年
間
に
つ
い
て
は
、
農
産
施

設
・
畜
産
施
設
と
も
に
国
五
〇
％
負
担
に
都
道
府
県
・
市
町
村
の

八
・
三
％
の
負
担
が
あ
る
と
国
が
八
・
三
％
上
乗
せ
負
担
、
地
元

負
担
三
三
・
三
％
と
三
分
の
一
負
担
で
実
施
で
き
る
よ
う
な
っ
た

点
が
大
き
い
。
ま
た
、
都
道
府
県
・
市
町
村
の
地
方
財
政
措
置
と

し
て
、
年
度
内
だ
け
で
な
く
翌
年
度
に
つ
い
て
も
地
方
債
の
充
当

率
を
一
〇
〇
％
と
し
、
基
準
財
政
需
要
額
へ
の
参
入
率
も
都
道
府

県
・
市
町
村
と
も
に
五
〇
％
と
な
っ
た
点
も
大
き
い
⑿
。
事
業
実

施
に
手
が
挙
が
る
よ
う
に
地
元
負
担
を
減
じ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
課
題
は
既
存
の
施
設
の
再
編
集
約
の
実
現
で
あ
る
。
特
に
食

肉
・
食
鳥
処
理
施
設
や
家
畜
市
場
に
つ
い
て
は
事
業
費
の
関
係
か

ら
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
ま
た
、
県
内
に
当
該
畜
種
の
施
設
が
存
在

し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が
有
識
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
⒀
。

（
産
地
の
再
編
集
約
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

―
ハ
ー
ド
事
業
先
行
で
は
成
果
は
上
が
ら
な
い
）

　
施
設
の
再
編
集
約
は
産
地
の
再
編
集
約
を
意
味
し
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
の
生
産
者
の
合
意
形
成
が
実
現
し
な
け
れ
ば
事
業

に
着
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
原
材
料
費
・
資
材
費
・
人
件
費

の
高
騰
に
よ
っ
て
建
設
費
が
急
騰
し
て
い
る
た
め
、
生
産
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
営
農
意
欲
が
衰
え
て
い
る
よ
う
な
産
地
で
は
、
事

業
費
の
三
分
の
一
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
生
産
者
の
合
意
を
取

り
付
け
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
産
地
振
興
の
た
め
の
長
期

的
な
戦
略
の
構
築
と
い
う
裏
付
け
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
事
業
に
手

が
挙
が
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
一
か
ら
始
め
て
短
期
間
で
実
現
す
る

こ
と
は
極
め
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
ハ
ー
ド
事
業
先
行
型
で
は
思

う
よ
う
な
実
績
は
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
⒁
。

（
園
芸
産
地
は
農
業
構
造
転
換
と
は
違
う
路
線
を
目
指
す
べ
き
）
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し
か
し
、
こ
の
共
同
利
用
施
設
は
産
地
振
興
に
と
っ
て
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
最
近
の
日
本
農
業
賞
を
受

賞
し
た
産
地
で
は
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
の
か
す
み
草
部
会
は
二
〇

〇
四
年
に
「
雪
室
」
と
呼
ば
れ
る
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を
建
設
す
る

こ
と
で
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
体
制
」
を
実
現
し

て
い
る
し
、
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
苺
委
員
会
も
二
〇
〇
五
年
に
パ
ッ
ケ

ー
ジ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
で
パ
ッ
ク
詰
め
に
か
か
る
生
産

者
の
労
力
の
軽
減
を
図
り
、
生
産
者
は
栽
培
に
専
念
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
品
質
と
収
量
が
安
定
化
す
る
と
い
う
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。
特
に
選
果
施
設
は
、
中
小
規
模
の
生
産
者
の
負
担
を

減
ら
し
、
彼
ら
の
生
産
を
下
支
え
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て

お
り
、
こ
の
点
は
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
規
模
拡
大
＝
農
業
構
造
転
換
と
い
う
路
線
に
な
じ
ま
な
い
園
芸

作
経
営
、
施
設
園
芸
経
営
は
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
が
重
要

で
あ
り
、
既
存
の
共
同
利
用
施
設
の
更
新
が
図
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
十
分
な
よ
う
に
思
う
。
減
少
し
て
い
く
担
い
手
の
す
そ
野
を
広

げ
、
生
産
者
の
数
を
維
持
す
る
方
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
地
域
計

画
で
は
兼
業
農
家
や
半
農
半
Ｘ
も
「
農
業
を
担
う
者
」
と
し
て
位

置
づ
け
た
と
い
う
原
点
に
立
ち
戻
る
必
要
が
あ
る
。

（
改
正
食
糧
法
に
お
け
る
民
間
備
蓄
と
の
関
係
は
）

　
改
正
食
糧
法
で
は
「
大
規
模
な
米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
を
行
う

事
業
者
に
対
す
る
一
定
量
の
米
穀
の
在
庫
の
常
時
保
有
」
を
義
務

付
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
Ｊ
Ａ
系
統
が
該
当
す
る
場
合
、

「
政
府
は
、
民
間
備
蓄
事
業
者
に
対
し
、
米
穀
の
常
時
保
有
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の

他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
は
こ
の
措
置
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
思
う
。
そ

し
て
、
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
た
米
穀
の

貯
蔵
施
設
に
対
し
て
改
正
食
糧
法
の
財
政
上
の
措
置
が
重
な
る
こ

と
で
、
政
府
備
蓄
の
民
間
備
蓄
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
は
筆
者
の
全

く
の
誤
読
・
誤
解
で
あ
り
、
両
者
は
無
関
係
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
改
正
食
糧
法
で
民
間
備
蓄
事
業
者
に
在
庫
負

担
を
強
制
す
る
以
上
、
そ
の
コ
ス
ト
に
見
合
う
だ
け
の
支
援
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
ど
こ
も
在
庫
負
担
は
極
力
減
ら
し
た
い
中
で
、

こ
れ
を
求
め
る
に
は
、
そ
の
た
め
の
貯
蔵
倉
庫
増
設
へ
の
支
援
は

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
財
源
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
と
い
う

問
題
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る
。

５
．
お
わ
り
に
―
農
地
集
積
・
集
約
よ
り
も
担
い
手
の
育

成
・
確
保
が
課
題

　
基
本
的
に
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
路

線
、
す
な
わ
ち
、
離
農
者
の
農
地
を
残
っ
て
い
る
担
い
手
に
集
積

す
る
こ
と
で
構
造
改
革
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
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こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
の
障
害
を
取
り
除
く
た
め
の
農
地
の

大
区
画
化
で
あ
り
、
農
地
バ
ン
ク
を
通
じ
た
農
地
の
面
的
な
集
約

化
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
路
線
に
は
限
界
が
み
え
て
き
て
い
る
。
表
は
、

前
回
の
セ
ン
サ
ス
か
ら
今
回
の
セ
ン
サ
ス
の
間
に
二
〇
ha
未
満
層

が
失
っ
た
経
営
耕
地
面
積
に
対
し
て
、
同
じ
く
前
回
の
セ
ン
サ
ス

か
ら
今
回
の
セ
ン
サ
ス
の
間
に
二
〇
ha
以
上
層
が
増
加
さ
せ
た
経

営
耕
地
面
積
の
割
合
（
こ
こ
で
は
そ
れ
を
「
二
〇
ha
以
上
層
の
経

営
耕
地
面
積
カ
バ
ー
率
」
と
呼
ぶ
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
二
〇
一
〇
年
の
そ
れ
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年

に
か
け
て
二
〇
ha
未
満
層
が
失
っ
た
経
営
耕
地
面
積
に
対
し
て
、

同
じ
期
間
に
二
〇
ha
以
上
層
が
増
加
さ
せ
た
経
営
耕
地
面
積
の
割

合
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
表
で
の
全
国
の
数
字
は
七
八
％
と
な
っ

て
い
る
。
下
層
の
離
農
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
農
地
の
ど
れ
く
ら

い
が
上
層
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
を
示
す
便
宜
的
な
指
標
だ
と

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
表
か
ら
分
か
る
の
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け

て
は
、
規
模
要
件
を
課
し
た
旧
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
へ
の

対
応
と
し
て
全
国
的
に
集
落
営
農
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
反
映

し
、
こ
の
指
標
は
全
国
七
八
％
、
都
府
県
七
五
％
と
比
較
的
高
い

値
と
な
っ
て
い
た
（
下
層
が
供
給
す
る
農
地
の
四
分
の
三
が
上
層

に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
た
）
が
、
そ
の
後
は
大
き
く
低
下
し

た
状
態
が
続
い
て
い
る
。
都
府
県
は
三
五
％
か
ら
三
九
％
と
僅
か

表　20ha以上層の農地カバー率の推移

注 １：20ha以上層の経営耕地面積カバー率＝（④/③）×100
注 ２ ：2025年の北海道の20ha以上層の経営耕地面積は減少しており、カバー率は適用することができないため

「―」とした
資料：各年農林業センサスより筆者作成

単位：千ha
今回20ha未満層
の経営耕地面積

前回20ha未満層
の経営耕地面積

20ha未満層の減少
経営耕地面積

20ha以上層の増加
経営耕地面積

20ha以上層の経営
耕地面積カバー率

① ② ③＝②－① ④ ④/③
全国
2010年 2,444 2,729 285 224 78％
2015年 2,158 2,444 285 105 37％
2020年 1,799 2,158 359 141 39％
2025年 1,508 1,799 291 58 20％
北海道
2010年 208 259 51 47 92％
2015年 172 208 35 18 50％
2020年 136 172 37 14 40％
2025年 102 136 34 -34 ―
都府県
2010年 2,236 2,470 234 177 75％
2015年 1,986 2,236 250 87 35％
2020年 1,663 1,986 323 126 39％
2025年 1,406 1,663 257 91 35％
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に
上
昇
し
た
が
、
二
〇
二
五
年
に
は
再
び
三
五
％
に
戻
っ
て
し
ま

っ
た
。
下
層
の
離
農
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
農
地
の
三
分
の
一
強

し
か
上
層
は
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
北
海
道
も
二
〇

一
五
年
以
降
、
こ
の
値
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
二
五
年
に
は

二
〇
ha
以
上
層
の
経
営
耕
地
面
積
自
体
が
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。

　
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
で
は
な

く
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
な
の
で
あ
る
。
農
業
構
造
転
換
集
中

対
策
そ
の
も
の
は
政
策
と
し
て
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
冷
静
な
現
状
分
析
を
踏
ま
え
て
、
目
指
し
た
い
方
向
を
掲
げ

る
の
で
は
な
く
、
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
向
の
再
検
討
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

注⑴
　
農
林
水
産
省
の
最
近
の
予
算
（
前
年
度
の
補
正
予
算
と
当
該
年
度
の
当

初
予
算
の
合
計
）
に
占
め
る
補
正
予
算
の
割
合
は
二
五
～
二
七
％
程
度
に

の
ぼ
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
農
業
・
農
村
整
備
事
業
に
限
定
す
る
と
、
関
連

事
業
を
除
い
た
当
初
予
算
が
予
算
総
額
に
占
め
る
割
合
は
五
割
強
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
補
正
予
算
が
確
保
で
き
な
い
と
十
分
な
生
産
基
盤
整
備
が

で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
農
業
農
村
整
備
事
業
の

平
成
二
二
年
度
の
当
初
予
算
が
、
前
年
度
の
五
、
七
七
二
億
円
か
ら
三
、

五
〇
〇
億
円
以
上
も
減
額
さ
れ
、
半
分
以
下
の
二
、
一
二
九
億
円
に
な
っ

た
が
、
こ
の
状
況
か
ら
回
復
を
図
る
た
め
に
補
正
予
算
で
の
措
置
が
続
い

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑵
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
地
方
交
付
税
に
対
し
て
は
「
補
助
事
業
が

過
大
と
な
る
の
も
、
自
分
た
ち
の
国
庫
支
出
金
給
付
に
伴
う
地
方
の
「
裏

負
担
」
へ
の
交
付
税
給
付
（
も
し
く
は
地
方
財
政
対
策
に
お
け
る
交
付
財

源
）
を
見
越
し
て
い
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
交
付
税

が
（
そ
こ
か
ら
自
由
に
財
源
を
引
き
出
せ
る
と
い
う
意
味
で
）
中
央
官
庁

の
「
共
有
地
」
に
な
っ
て
い
る
」（
赤
井
ほ
か
（
二
〇
〇
三
）
：
一
三
四
―

一
五
五
）
と
い
う
批
判
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
内

需
拡
大
と
い
う
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
要
求
と
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景
気
対

策
と
し
て
大
型
の
公
共
事
業
が
実
施
さ
れ
た
時
期
に
対
す
る
も
の
だ
が
、

こ
の
構
造
自
体
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

⑶
　
農
林
水
産
省
（
二
〇
二
五
）『
令
和
八
年
度
　
農
林
水
産
予
算
の
概
要
』、

五
一
頁
。

⑷
　
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（
二
〇
二
五
）『
農
地
整
備
を
め

ぐ
る
事
情
』、
一
二
頁
。

⑸
　
前
掲
注
⑷
、
一
五
頁
。

⑹
　
農
林
水
産
省
（
二
〇
二
五
）『
令
和
六
年
度
　
食
料
・
農
業
・
農
村
白

書
』、
一
七
九
頁
。

⑺
　https://w

w
w
.m
aff.go.jp/j/seisaku_tokatu/antei/attach/pdf/

keiei_antei-293.pdf

⑻
　
水
田
政
策
の
見
直
し
に
関
す
る
問
題
、
特
に
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
廃
止
が
及
ぼ
す
影
響
と
問
題
に
つ
い
て
は
、
安
藤
（
二
〇
〇
六
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
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農業構造転換集中対策の検討―農地の大区画化と共同利用施設の再編集約・合理化を中心に―  

⑼
　
前
掲
注
⑶
、
一
二
六
頁
。

⑽
　
地
権
者
の
了
解
を
得
て
畦
畔
を
撤
去
し
、
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
を
用
い

て
圃
場
の
大
区
画
化
を
進
め
た
結
果
、
八
〇
〇
筆
を
上
回
る
圃
場
を
三
〇

〇
筆
に
集
約
化
し
て
い
る
。
福
原
・
藤
井（
二
〇
一
二
）
を
参
照
の
こ
と
。

⑾
　
二
〇
二
六
年
二
月
二
八
日
付
け
日
本
農
業
新
聞
「
共
同
施
設
七
割
耐
用

年
数
超
過
　
三
〇
年
ぶ
り
大
更
新
時
代
　
産
地
一
体
の
検
討
待
っ
た
な

し
」
に
よ
る
と
、
現
在
稼
働
す
る
農
畜
産
物
関
連
の
共
同
利
用
施
設
五
、

六
三
八
の
う
ち
三
、
九
六
九
（
七
〇
％
）
は
築
三
〇
年
以
上
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑿
　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
前
掲
注
⑵
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
地
方
交
付
税

が
中
央
官
庁
の
「
共
有
地
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
は
引
き
続
い
て

い
る
。

⒀
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学
名
誉
教
授
小

林
信
一
氏
か
ら
指
摘
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

⒁
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
農
林
中
金
総
合
研
究
所
の
尾
高
恵
美
氏
が
指
摘

し
て
い
る
。
二
〇
二
六
年
二
月
二
八
日
付
け
日
本
農
業
新
聞
「
合
意
形
成

が
鍵
、
将
来
像
共
有
を
」。

参
考
文
献

〇
赤
井
伸
郎
・
佐
藤
主
光
・
山
下
耕
治
（
二
〇
〇
三
）『
地
方
交
付
税
の
経
済

学
』
有
斐
閣

〇
安
藤
光
義
（
二
〇
二
六
）「
令
和
の
米
騒
動
後
の
水
田
農
業
政
策
の
行
方
」

谷
口
信
和
代
表
・
安
藤
光
義
・
西
川
邦
夫
編
著
『
令
和
の
米
騒
動
―
水
田

政
策
の
行
方
―
』
筑
波
書
房
、
六
九
―
八
九

〇
福
原
昭
一
・
藤
井
吉
隆
（
二
〇
一
二
）「
大
規
模
水
田
作
経
営
の
現
状
と
課

題
―
（
有
）
フ
ク
ハ
ラ
フ
ァ
ー
ム
の
取
り
組
み
」『
農
業
経
営
研
究
』
四
九

（
四
）、
四
〇
―
四
六
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1
．
は
じ
め
に

　
農
業
の
担
い
手
（
労
働
）
は
生
産
要
素
と
し
て
大
事
で
、
そ
の

動
き
は
農
業
の
す
う
勢
を
決
す
る
。
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
含
め
機

械
化
（
資
本
）
で
そ
れ
を
補
え
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
に
自

給
率
が
低
い
日
本
農
業
は
、
機
械
を
操
作
で
き
る
担
い
手
の
数
を

増
や
す
こ
と
が
ま
ず
は
必
要
で
あ
る
。
大
規
模
経
営
に
雇
わ
れ
る

者
の
数
が
増
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
小
規
模
経
営
体
の
数
を
維

持
す
る
た
め
に
も
担
い
手
増
加
が
必
要
で
あ
る
（
農
地
面
積
維

持
・
増
加
に
貢
献
）。

　
大
規
模
経
営
の
数
と
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、
減
少
す
る
小
規

模
経
営
の
面
積
を
吸
収
で
き
る
と
主
張
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
下

記
に
み
る
よ
う
に
そ
う
は
な
ら
な
い
。

　
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
度
農
業
白
書
冒
頭
の
特
集
一
「
新

た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
策
定
」
で
は
、
図
表
・
特

１
―
４
（
一
五
頁
）
に
よ
る
と
、
土
地
利
用
型
農
業
で
は
、
二
〇

年
で
経
営
体
は
五
九
・
八
万
経
営
体
、
平
均
経
営
規
模
三
・
二
ha

だ
か
ら
、
一
九
一
万
ha
の
総
面
積
に
な
る
。
こ
れ
を
、
内
訳
の
法

人
等
団
体
経
営
体
数
一
・
六
万
、
主
業
経
営
体
（
農
業
所
得
が
世

帯
所
得
の
五
割
以
上
を
占
め
、
か
つ
六
五
歳
未
満
の
世
帯
員
が
年

間
六
〇
日
以
上
自
営
農
業
に
従
事
す
る
個
人
農
業
経
営
体
）
八
・

二
万
、
準
主
業
・
副
業
的
経
営
体
（
準
主
業
農
家
は
農
外
所
得
の

方
が
多
い
が
農
業
に
六
〇
日
以
上
従
事
す
る
世
帯
員
が
い
る
：
副

業
的
農
家
は
農
業
に
六
〇
日
以
上
従
事
す
る
世
帯
員
が
い
な
い
）

五
〇
・
〇
万
で
み
る
と
、
法
人
等
団
体
経
営
体
は
平
均
規
模
二

七
・
七
ha
で
四
四
・
三
万
ha
、
主
業
経
営
体
は
八
・
五
ha
で
六

九
・
七
万
ha
、
準
主
業
・
副
業
的
経
営
体
は
一
・
五
ha
で
七
五
万

ha
に
な
る
。
合
計
は
一
八
九
万
ha
で
ほ
ぼ
一
九
一
万
ha
に
な
る
。

就
農
者
を
増
や
し
必
要
な
経
営
体
数
の
維
持
を

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授　

堀
口
健
治
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こ
れ
が
、「
農
業
構
造
の
見
通
し
」（
農
家
数
減
少
、
高
齢
化
進

行
、
放
棄
地
増
加
と
い
っ
た
変
化
の
ト
レ
ン
ド
が
今
後
も
続
く
前

提
の
試
算
）
に
よ
る
と
、
一
〇
年
後
の
三
〇
年
で
は
、
農
業
経
営

体
計
は
二
七
・
四
万
経
営
体
で
、
平
均
経
営
規
模
を
乗
じ
る
と
、

一
五
三
・
四
万
ha
の
総
面
積
に
な
る
。
こ
れ
を
三
つ
の
内
訳
で
見

る
と
、
法
人
等
団
体
経
営
体
数
二
・
一
万
に
三
二
・
八
ha
で
六

八
・
九
万
ha
、
主
業
経
営
体
は
三
・
六
万
に
一
二
・
四
ha
で
四

四
・
六
万
ha
、
準
主
業
・
副
業
的
経
営
体
は
二
一
・
七
万
に
一
・

八
ha
で
三
九
・
一
万
ha
、
に
な
る
。
合
計
一
五
二
・
六
万
ha
な
の

で
ほ
ぼ
一
五
三
・
四
万
ha
に
な
る
。

　
法
人
等
団
体
経
営
体
数
の
み
が
増
加
し
、
面
積
は
四
四
・
三
万

ha
か
ら
六
八
・
九
万
ha
に
増
加
す
る
が
、
二
四
・
六
万
ha
増
え
た

だ
け
で
あ
る
。
主
業
経
営
体
は
六
九
・
七
万
ha
か
ら
四
四
・
六
万

ha
に
減
り
、
準
主
業
・
副
業
的
経
営
体
は
七
五
万
ha
か
ら
三
九
・

一
万
ha
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
減
少
数
二
五
・
一
万
ha
、
三
五
・

九
万
ha
の
計
六
一
万
ha
の
減
少
に
な
る
が
、
そ
の
減
少
分
の
三
分

の
一
に
該
当
す
る
分
だ
け
を
引
き
受
け
る
計
算
に
な
る
。
単
収
の

増
加
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
す
れ
ば
、
法
人
等
団
体
経
営
体

数
を
さ
ら
に
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
主
業
経
営
体
も
準
主
業
・
副

業
的
経
営
体
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
減
少
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
の
経

営
体
数
の
維
持
・
規
模
拡
大
を
す
れ
ば
、
全
体
の
面
積
を
減
ら
さ

せ
ず
自
給
率
ア
ッ
プ
を
達
成
で
き
る
。

２
．
新
規
就
農
者
数
の
動
向

　
農
水
省
に
よ
る
「
就
農
形
態
別
新
規
就
農
者
数
」
は
、
年
次
ご

と
に
そ
の
一
年
間
で
新
規
に
就
農
し
た
数
を
、
男
女
別
・
年
齢
階

層
別
に
示
し
て
い
る
（
表
１
）。
毎
年
、
新
規
参
入
の
農
業
従
事

者
を
示
す
か
ら
、
農
業
者
の
純
増
加
数
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
毎
年
の
よ
う
に
増
加
す
る
外
国
人
就
農
者
の
数
は
把
握

で
き
て
い
な
い
。
毎
年
、
五
千
人
か
ら
一
万
人
台
の
規
模
で
農
業

従
事
外
国
人
が
増
え
て
い
る
実
情
か
ら
い
え
ば
、
調
査
対
象
と
し

て
把
握
し
て
ほ
し
い
。
農
業
セ
ン
サ
ス
は
雇
用
契
約
で
雇
わ
れ
る

外
国
人
を
含
む
雇
用
者
を
把
握
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
し

か
し
二
〇
二
五
年
セ
ン
サ
ス
も
未
だ
に
日
本
人
と
の
合
計
の
み

で
、
外
国
人
だ
け
の
数
は
示
し
て
く
れ
な
い
。
出
入
在
留
管
理
庁

の
統
計
の
在
留
資
格
の
と
こ
ろ
で
正
確
に
農
業
従
事
者
数
が
分
か

る
と
い
っ
て
も
、
耕
種
と
畜
産
の
区
別
の
み
で
、
ど
の
地
域
の
ど

の
農
業
に
入
っ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
新
規
参
入
者
数
で
も
、
外
国
人
の
参
入
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か

は
不
明
の
よ
う
で
あ
る
。
農
業
委
員
会
で
は
新
規
就
農
の
外
国
人

の
数
は
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。
規
模
拡
大
の
外
国
人
の
農
業
経
営

と
は
分
け
て
把
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
表
１
は
形
態
別
に
わ
か
る
。
①
新
規
自
営
農
業
就
農
者
（
農
業

従
事
を
後
継
者
と
し
て
継
ぐ
経
営
者
と
い
う
人
か
ら
世
帯
員
と
し

て
参
加
す
る
と
い
う
人
ま
で
、
す
べ
て
含
む
―
調
査
方
法
は
、
農
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業
セ
ン
サ
ス
調
査
で
把
握
し
た
個
人
経
営
体
に
対
し
、
そ
れ
か
ら

抽
出
し
て
調
査
し
推
測
す
る
）
か
ら
、
②
新
規
雇
用
就
農
者
（
新

規
に
や
と
わ
れ
た
年
間
七
か
月
以
上
の
常
雇
の
数
：
団
体
経
営
体

に
対
し
て
の
み
調
査
。
技
能
実
習
及
び
特
定
技
能
の
外
国
人
は
対

象
外
）、
そ
し
て
③
新
規
参
入
者（
農
業
委
員
会
等
が
把
握
す
る
、

新
た
に
土
地
や
資
金
な
ど
を
調
達
し
て
農
業
経
営
を
開
始
し
た
も

の
）
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
表
に
よ
る
と
、
二
三
年
で
は
新
規
就
農
自
営
農
業
就
農
者
は
三

〇
千
人
強
（
最
大
は
六
五
歳
以
上
の
一
六
千
人
）
だ
が
、
常
に
就

農
者
全
体
の
中
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
親
元
で
の
就
農
者
の
数
だ

が
、
六
五
歳
以
上
が
四
九
歳
以
下
を
押
さ
え
最
大
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
「
定
年
帰
農
」
で
あ
る
。
定
年
が
伸
び
て
帰
農
が
遅
く
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
最
近
の
機
械
化
の
進
展
や
健
康
寿
命
の
長
期
化

が
あ
り
、
こ
の
層
の
農
業
・
農
村
に
お
け
る
重
み
は
依
然
と
し
て

大
き
い
。
他
方
、
四
九
歳
以
下
で
帰
農
す
る
人
は
早
期
退
職
で
あ

ろ
う
が
、
定
年
帰
農
と
同
様
に
減
少
し
て
い
る
。
定
年
帰
農
の
年

齢
が
遅
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
帰
農
者
へ
の
支
援
の
対
象
年
齢

を
よ
り
高
齢
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
日
本
農
業
新
聞
二
六
年
三
月
二
一
日
号
に
よ
る
と
、
農
水
省
の

補
助
が
対
象
に
し
な
い
五
〇
歳
以
上
の
人
へ
の
就
農
支
援
が
地
方

自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
山
形
県
は
就
農
準
備
資
金
と
経
営
開

始
資
金
を
県
独
自
で
五
〇
代
以
上
に
広
げ
、
後
に
述
べ
る
就
農
準

備
資
金
は
、
五
〇
代
が
同
額
、
六
〇
代
以
上
は
半
額
を
出
し
て
い

表１　就農形態別新規就農者数
単位：人

計 新規自営農業
就農者 新規雇用就農者 新規参入者

区分 2020年 2021年 2022年 2023年 2020年 2023年 2020年 2023年 2020年 2023年

男女計 53,740 52,290 45,840 43,460 40,100 30,330 10,050 9,300 3,580 3,830

49歳以下 18,380 18,420 16,870 15,890 8,440 6,420 7,360 6,880 2,580 2,590

50～59歳 7,300 5,880 5,460 5,140 5,620 3,400 1,220 1,160 460 590

60～64歳 9,030 9,760 6,750 5,350 8,050 4,650 780 490 200 210

65歳以上 19,030 18,230 16,760 17,070 17,990 15,870 700 770 340 430
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就農者を増やし必要な経営体数の維持を  

る
。
経
営
開
始
資
金
は
五
〇
～
六
五
歳
が
対
象
で
年
間
六
六
万
円

を
出
す
。
島
根
県
は
五
〇
～
六
五
歳
未
満
で
研
修
期
間
は
一
年
、

支
援
額
は
移
住
者
が
月
一
二
万
円
、
県
内
在
住
者
が
月
六
万
円
、

経
営
開
始
期
間
は
最
長
二
年
、
年
最
大
七
二
万
円
を
支
援
す
る
。

山
口
県
や
大
分
県
の
例
も
紹
介
さ
れ
、
市
町
村
で
も
独
自
に
五
〇

歳
以
上
に
出
す
例
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
新
規
雇
用
者
は
、
実
家
に
戻
る
よ
り
も
雇
わ
れ
で
就
農
を
選
択

す
る
若
者
が
増
加
す
る
傾
向
を
反
映
し
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
最

近
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
新
規
雇
用
を
希
望
す
る
も
の
へ
の
支
援

を
、
よ
り
対
象
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
増
加
傾
向
に
転
じ
さ
せ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

　
新
規
参
入
は
、
絶
対
数
は
少
な
い
も
の
の
、
増
加
傾
向
は
維
持

し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
、
経
営
体
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
も
な

る
の
で
、
支
援
措
置
は
十
分
に
し
て
多
く
の
人
を
拾
い
上
げ
る
方

向
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
最
近
公
表
さ
れ
た
二
四
年
の
数
字
は
、
う
れ
し
い
こ
と

に
増
加
に
転
じ
て
い
た
。
新
規
雇
用
就
農
者
の
増
加
で
あ
る
（
千

人
弱
増
え
て
一
万
一
八
〇
人
）。
特
に
新
規
学
卒
の
就
農
者
が
農

家
出
身
、
非
農
家
出
身
と
も
に
増
え
て
い
た
。

３
．
就
農
準
備
資
金
・
経
営
開
始
資
金
及
び
雇
用
資
金

　
農
水
省
の
支
援
措
置
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
こ
れ
ら
の
資
金

を
、
よ
り
多
く
の
人
が
対
象
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

　
二
〇
二
四
年
ま
で
は
こ
れ
ら
の
事
業
目
標
と
し
て
、
四
〇
代
以

下
の
従
事
者
を
四
〇
万
人
に
す
る
（
農
業
労
働
力
は
九
〇
万
人
必

要
で
、
六
〇
代
以
下
で
安
定
的
に
担
う
と
す
る
と
四
〇
代
以
下
が

四
〇
万
人
必
要
と
い
う
計
画
）
こ
と
を
あ
げ
、
さ
ら
に
具
体
的
な

人
数
も
併
記
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
型
の
人
員
目
標
管
理
が
あ
っ
た
。
そ
れ

が
二
五
年
の
概
算
要
求
で
は
四
〇
代
以
下
の
農
業
従
事
者
の
拡
大

の
み
が
記
載
さ
れ
方
向
性
の
強
調
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
達

成
が
困
難
で
人
数
を
書
く
と
未
達
が
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
あ
ろ
う
。
二
六
年
は
農
業
分
野
に
お
け
る
生
産
年
齢
人
口
の

う
ち
、
四
九
歳
以
下
の
シ
ェ
ア
を
全
産
業
並
み
に
引
き
上
げ
る
、

と
い
う
表
現
に
変
わ
っ
て
い
る
。
数
で
は
な
く
構
造
を
目
標
に
し

た
、
フ
ロ
ー
か
ら
ス
ト
ッ
ク
の
管
理
で
あ
る
。
説
明
は
な
い
。

　
年
最
大
一
六
五
万
円
（
最
長
二
年
）
の
就
農
準
備
資
金
（
旧
農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
・
準
備
型
）
は
、
実
家
に
戻
る
か
自
力

で
就
農
、
あ
る
い
は
雇
用
就
農
す
る
か
、
こ
れ
等
の
選
択
肢
を
持

ち
な
が
ら
、
二
年
間
の
研
修
が
可
能
な
の
で
、
生
活
費
を
得
な
が

ら
勉
強
が
で
き
る
。
こ
れ
は
日
本
独
特
の
よ
い
仕
組
み
で
あ
る
。

就
農
が
義
務
だ
が
、
も
っ
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
受
け
る
人
を
増
や
し

た
い
。
そ
し
て
最
長
三
年
の
経
営
開
始
資
金
一
六
五
万
円
に
う
ま

く
つ
な
が
る
よ
う
に
応
援
し
た
い
。
筆
者
は
二
二
年
ま
で
日
本
農

業
経
営
大
学
校
の
校
長
だ
っ
た
が
、
二
年
間
の
研
修
卒
後
に
就
農

す
る
に
は
、
非
農
家
出
身
の
学
生
は
卒
業
前
に
農
地
を
得
て
お
か
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　就農者を増やし必要な経営体数の維持を

ね
ば
な
ら
な
い
。
正
式
な
取
得
手
続
き
は
卒
業
後
四
月
以
降
に
な

る
が
、
そ
の
た
め
の
農
地
取
得
の
準
備
を
し
て
お
く
。
し
か
し
新

規
就
農
者
に
と
っ
て
、
希
望
す
る
地
域
で
作
目
に
合
う
農
地
を
事

前
に
得
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
放
棄
地
の
斡
旋
が
多
い
が
、
で

き
れ
ば
既
耕
地
の
方
が
望
ま
し
い
。
放
棄
地
だ
と
仮
契
約
を
結

び
、
在
学
中
に
起
こ
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　
筆
者
は
「
孫
タ
ー
ン
」
を
学
生
に
勧
め
た
。
両
親
が
す
で
に
都

会
に
住
み
、
本
人
が
探
す
に
は
祖
父
母
が
住
む
農
村
が
よ
い
と
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式
だ
と
、
そ
の
地
域
に
知
り
合
い
が
い
な

い
農
村
で
農
地
を
探
す
よ
り
は
、
地
域
の
人
か
ら
応
援
を
得
や
す

い
。
な
か
な
か
農
地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）
か
ら
の
紹

介
が
進
ま
な
い
下
で
は
、
現
実
的
な
や
り
方
で
あ
る
。

　
な
お
、
卒
業
後
は
、
申
請
し
て
経
営
開
始
資
金
を
受
け
取
る
よ

う
に
申
請
す
る
が
、
資
金
は
基
本
的
に
生
活
費
に
充
て
ら
れ
る
。

予
定
し
た
農
地
で
収
入
を
得
る
に
は
一
定
の
時
間
が
か
か
る
し
、

ま
た
農
機
具
は
先
ず
は
準
備
し
た
持
参
金
で
賄
う
し
か
な
い
。
た

め
に
経
営
と
し
て
は
自
立
が
大
変
で
、
公
的
資
金
を
借
り
入
れ
た

り
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　
な
お
申
請
時
、
前
年
の
家
族
の
所
得
が
六
〇
〇
万
円
を
超
え
る

も
の
は
申
請
資
格
が
な
い
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
親
か
ら
の
応
援

を
多
く
は
期
待
で
き
な
い
。
筆
者
は
こ
の
制
限
を
外
せ
と
当
初
か

ら
言
っ
て
い
る
。
だ
れ
で
も
応
募
す
る
教
育
支
援
金
は
、
所
得
の

大
き
い
世
帯
出
身
の
若
者
は
外
し
て
よ
い
。
だ
が
就
農
は
、
独
立

す
る
た
め
の
資
金
が
必
要
な
の
で
親
の
所
得
が
大
き
い
か
ら
と
い

っ
て
、
制
限
を
設
け
る
必
要
は
な
い
。

４
．
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
（
就
農
支
援
施
設
）
の
仕

組
み
を
広
げ
る

　
最
近
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
が
各
地
に
現
れ
、
こ
こ
に

入
る
こ
と
で
農
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る
事
例
が
多
く
出
て
き
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
上
記
の
資
金
の
支
援
に
と
ど
ま
ら

ず
、
就
農
者
の
た
め
に
農
地
及
び
施
設
を
事
前
に
農
協
等
が
用
意

し
、
就
農
者
は
そ
れ
ら
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
佐
賀
県
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
（
農
業
協
同
組
合
新
聞
二
六
年

三
月
三
日
号
）。
Ｊ
Ａ
さ
が
・
み
ど
り
地
区
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ

ー
ム
（
Ｔ
Ｆ
）
で
あ
る
。
最
先
端
の
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
の
施
設

で
あ
り
一
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
仕
組
み
は
、
農
協
だ
け
で

な
く
、
県
、
市
町
村
、
部
会
等
で
生
産
協
議
会
を
設
け
、
仕
組
み

を
支
え
て
い
る
。

　
毎
年
新
規
就
農
者
を
域
外
か
ら
募
集
す
る
。
キ
ュ
ウ
リ
で
は
今

年
新
た
に
二
四
人
が
就
農
し
た
。
Ｔ
Ｆ
設
置
前
は
栽
培
面
積
が
一

二
ha
だ
っ
た
が
こ
の
仕
組
み
で
二
三
ha
に
倍
増
し
、
販
売
金
額
は

六
・
七
億
円
か
ら
一
六
・
七
億
円
へ
と
伸
び
た
。
特
に
こ
れ
ら
の

新
設
ハ
ウ
ス
で
の
高
収
量
が
効
い
て
い
る
。

　
こ
こ
で
の
仕
組
み
は
二
年
制
で
あ
る
。
初
年
度
は
栽
培
の
流
れ

を
実
地
研
修
す
る
ほ
か
、
土
壌
や
肥
料
等
の
基
礎
知
識
、
経
営
管
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就農者を増やし必要な経営体数の維持を  

理
等
を
座
学
で
学
び
、
二
年
目
は
模
擬
経
営
と
位
置
づ
け
、
自
ら

の
判
断
で
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
実
践
す
る
。
一
年
生
の
教
育
も
雇
う

形
で
手
伝
う
。
独
立
後
に
は
臨
時
雇
用
の
必
要
性
も
想
定
さ
れ
る

の
で
、
雇
用
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
す
る
。

　
研
修
後
は
用
意
さ
れ
た
園
芸
団
地
に
入
る
が
、
研
修
と
同
じ
仕

組
み
な
の
で
、
二
年
の
経
験
を
す
ぐ
実
践
で
き
る
。
一
部
の
人

は
、
研
修
し
た
施
設
で
そ
の
ま
ま
、
自
己
の
経
営
に
移
行
で
き

る
。

　
生
活
費
は
農
水
省
の
就
農
準
備
資
金
で
賄
う
。
研
修
費
用
自
体

は
無
料
で
あ
る
。
応
募
者
は
一
八
歳
以
上
、
お
お
む
ね
五
〇
歳
未

満
だ
が
、
意
欲
が
あ
れ
ば
そ
れ
以
上
の
人
も
採
用
す
る
。
そ
れ
ら

の
人
は
農
水
省
の
資
金
の
対
象
外
な
の
で
、
Ｊ
Ａ
が
独
自
資
金
で

年
間
一
二
〇
万
円
を
支
援
す
る
。
な
お
就
農
者
は
全
員
三
〇
〇
万

円
の
自
己
資
金
が
条
件
で
あ
る
。
研
修
終
了
後
は
町
内
に
あ
る
施

設
（
県
、
市
町
村
の
補
助
金
を
使
い
、
農
協
が
用
意
す
る
）
を
割

り
当
て
ら
れ
、
一
人
前
の
農
業
者
に
な
る
。
施
設
や
農
地
は
借
り

入
れ
で
、
一
定
期
間
後
、
買
い
入
れ
に
入
る
。

　
な
お
こ
れ
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
は
、
多
く
が
施
設
園

芸
や
果
樹
等
の
収
益
性
が
高
い
作
物
を
相
手
に
し
て
い
る
点
が
共

通
す
る
が
、
そ
れ
で
も
現
在
の
従
事
者
に
引
き
受
け
手
が
な
く
、

新
規
就
農
者
は
収
穫
等
、
就
農
後
の
所
得
が
す
ぐ
可
能
な
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
方
式
で
、
新
規
就
農
者
が
着
実
に
増
え
て
い
る
が
、
成
功

の
最
大
の
要
因
は
、
農
地
を
含
め
、
経
営
と
し
て
の
最
新
の
施

設
、
仕
組
み
を
地
元
が
事
前
に
用
意
し
、
そ
こ
で
研
修
し
独
立
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。

　
似
た
様
な
も
の
と
し
て
は
、
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
北
海

道
開
発
公
社
が
離
農
し
た
酪
農
家
の
施
設
や
農
地
を
買
い
入
れ
、

希
望
者
に
貸
し
付
け
る
仕
組
み
（
農
場
リ
ー
ス
事
業
）
が
あ
る
。

地
域
で
研
修
を
受
け
た
就
農
希
望
者
だ
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
既
存

経
営
の
第
三
者
継
承
と
も
い
え
る
。
一
定
の
年
数
後
に
、
借
入
農

場
を
買
い
取
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
も
新
規

就
農
者
そ
し
て
経
営
の
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
や
「
強
い
農
業
づ
く
り
総

合
支
援
交
付
金
」
で
地
元
と
連
携
し
、
農
水
省
が
補
助
金
を
出
す

仕
組
み
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ
る
の
で
は

な
く
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
に
計
画
を
作
り
、
大
規
模
農

業
で
の
技
術
革
新
の
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
。
実
施
主
体
は
補
助

金
を
受
け
取
る
農
協
や
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）、
民
間
事
業
者

等
で
あ
り
、
就
農
者
を
直
接
増
や
す
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

　
最
近
、
離
農
す
る
農
家
と
参
入
し
た
い
新
規
就
農
者
の
間
に
地

域
組
織
が
入
り
、
単
純
な
売
買
で
は
な
く
、
今
ま
で
の
農
業
を
継

続
し
な
が
ら
第
三
者
継
承
を
行
う
こ
と
で
、
農
家
の
技
術
や
販
売

等
の
無
形
資
産
が
引
き
継
が
れ
新
規
就
農
者
の
安
定
的
な
継
承
が

可
能
に
な
る
事
例
が
出
て
き
て
い
る
。
農
水
省
の
経
営
継
承
・
発

展
等
支
援
事
業
等
が
そ
れ
を
支
援
す
る
が
、
こ
れ
も
新
規
就
農
者
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　就農者を増やし必要な経営体数の維持を

を
増
や
し
、
結
果
と
し
て
家
族
経
営
の
継
続
に
貢
献
す
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
四
九
歳
以
下
を
対
象
に
す
る
就
農
準
備
資
金
・

経
営
開
始
資
金
を
含
む
農
水
省
の
農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事

業
は
、
農
の
雇
用
事
業
（
雇
用
就
農
資
金
）
や
経
営
発
展
支
援
な

ど
の
事
業
も
含
む
が
、
農
の
雇
用
事
業
の
支
援
金
は
雇
用
す
る
経

営
者
に
入
る
の
で
、
実
質
、
雇
用
規
模
を
拡
大
す
る
の
に
貢
献
す

る
。
こ
の
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
も
期
待
し
た
い
。

５
．
農
業
従
事
外
国
人
の
一
層
の
受
入
れ
政
策
強
化

　
農
業
に
従
事
す
る
外
国
人
は
数
を
急
増
さ
せ
、
今
や
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
政
策
対
象
と
し
て
項
目
に
あ
げ
、

予
算
も
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は

重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
外
国
の
若
者
が
、
途
上
国
の
送
出
し
機
関
を
経
由
し
、
日
本
の

農
家
か
ら
の
雇
用
条
件
を
理
解
し
、
現
地
面
接
で
採
用
が
決
ま
れ

ば
、
一
定
の
日
本
語
学
習
と
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
契
約
ベ

ー
ス
の
一
環
で
あ
り
、
予
定
さ
れ
た
時
期
に
予
定
の
人
数
が
農
家

や
農
業
法
人
の
も
と
に
確
実
に
や
っ
て
く
る
。
募
集
す
れ
ば
応
募

者
が
確
実
に
お
り
、
契
約
す
れ
ば
来
日
す
る
、
あ
て
に
で
き
る
労

働
力
で
あ
る
。
農
業
規
模
を
拡
大
し
新
し
い
作
目
や
機
械
導
入
を

計
画
す
る
と
き
、
支
え
る
確
実
な
労
働
力
に
な
る
。
外
国
人
労
働

力
の
最
大
の
強
み
で
あ
る
。

　
図
１
に
み
る
よ
う
に
、
毎
年
一
万
人
前
後
増
え
て
い
る
。
二
五

図１　農業の技能実習生数及び特定技能外国人数の推移

資料：出入国在留管理庁「職種・作業別 在留資格「技能実習」に係る在留者数」（2024年12月末現在）及び出入
国在留管理庁「特定技能在留外国人数」（2025年12月末現在）を基に農林水産省で作成

注：農水省ホームページ「農業分野における外国人材の受け入れ」（2026年 4 月）。
なお、2025.12の技能実習は堀口の推計（技能実習の総計はわかるので農業の構成比から推計）
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就農者を増やし必要な経営体数の維持を  

年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
常
雇
い
（
日
本
人
と
外
国
人
の
計
）

は
二
四
・
二
万
人
と
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
増
加
傾
向
の
常
雇
い

を
支
え
て
い
る
の
は
外
国
人
の
役
割
が
大
き
い
。
セ
ン
サ
ス
調
査

と
同
年
で
あ
る
外
国
人
従
事
者
は
図
に
よ
る
と
七
万
人
弱
な
の
で

二
四
・
二
万
人
の
三
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
で
人
の
移
動
が
止
ま
っ
た
期
間
は
実
質
的
に
二
〇
年
か

ら
二
一
年
ま
で
だ
が
、
そ
れ
以
前
ま
で
の
増
加
が
止
ま
り
、
こ
の

間
は
入
国
も
帰
国
も
で
き
ず
数
は
停
滞
で
あ
っ
た
。
だ
が
コ
ロ
ナ

が
終
わ
っ
た
二
二
年
末
で
は
前
年
と
比
べ
一
・
三
万
人
も
増
え
て

い
る
。
そ
れ
以
降
も
毎
年
七
千
人
か
ら
一
万
人
弱
と
増
加
は
続
い

て
い
る
。
ま
た
こ
の
コ
ロ
ナ
期
間
で
質
的
な
変
化
が
起
き
た
。
コ

ロ
ナ
で
帰
国
で
き
ず
、
雇
用
者
の
要
請
で
そ
の
ま
ま
日
本
に
残
る

だ
け
で
な
く
、
技
能
実
習
三
号
や
一
九
年
か
ら
制
度
が
発
足
し
た

特
定
技
能
一
号
の
在
留
者
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
の

技
能
実
習
制
度
の
三
年
が
終
わ
っ
て
帰
国
す
る
「
回
転
型
」（
一

回
の
み
の
来
日
可
能
で
、
次
は
新
し
い
人
が
来
る
）
の
仕
組
み
か

ら
、
よ
り
長
く
在
日
す
る
長
期
滞
在
型
に
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
し

て
在
留
資
格
が
最
長
五
年
在
日
で
き
る
特
定
技
能
一
号
が
増
え
て

い
る
の
が
大
事
で
あ
る
。
技
能
実
習
で
在
日
し
て
い
る
人
の
数
は

二
四
年
末
が
最
大
で
、
そ
れ
以
降
は
停
滞
な
い
し
減
少
傾
向
に
移

る
で
あ
ろ
う
。
二
七
年
四
月
か
ら
技
能
実
習
に
代
わ
る
育
成
就
労

の
新
制
度
で
は
、
技
能
実
習
時
の
人
数
を
上
回
る
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
近
年
増
え
て
い
る
特
定
技
能
一
号
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

主
に
、
現
地
で
日
本
語
と
技
能
試
験
の
準
備
を
し
て
現
地
で
試
験

を
パ
ス
し
、
そ
れ
で
日
本
に
来
る
人
の
数
が
、
従
来
の
よ
う
に
技

能
実
習
を
終
え
特
定
技
能
一
号
に
な
る
無
試
験
コ
ー
ス
の
人
よ
り

増
え
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
技
能
実
習
は
受
け
入
れ
農
家
等
が
負

担
す
る
管
理
費
用
等
の
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
そ
の
間
に
日
本
語

を
訓
練
し
特
定
技
能
一
号
に
必
要
な
Ｎ
４
レ
ベ
ル
を
ク
リ
ア
す
る

よ
う
に
育
て
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
の
で
、
来
日
時
に
す
で
に
特

定
技
能
一
号
を
パ
ス
し
て
い
る
人
を
受
け
る
仕
組
み
は
歓
迎
さ

れ
、
多
く
の
農
業
者
は
こ
の
一
号
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　
政
府
が
新
た
に
設
定
し
た
受
入
れ
上
限
で
、
外
食
業
が
特
定
技

能
一
号
の
受
入
れ
上
限
を
四
月
早
々
に
充
足
し
そ
う
と
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
特
定
技
能
一
号
の
増
加
テ
ン
ポ
が
速
い
こ
と
を
見
抜

け
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
号
の
最
終
年
の
五
年
時
で
は
帰

国
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
最
近
特
定
技
能
二
号
の
試
験
を
パ
ス
し

在
日
が
無
期
限
に
更
新
で
き
る
同
二
号
（
家
族
を
す
ぐ
帯
同
で
き

る
し
一
〇
年
後
に
は
永
住
ビ
ザ
の
申
請
が
可
能
に
な
る
）
に
な
る

人
が
多
く
で
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
は
略
す
が
、
そ
の
試

験
が
毎
月
行
わ
れ
、
落
ち
て
も
受
験
料
を
払
え
ば
受
験
可
能
な
の

で
受
験
者
は
多
い
。
二
五
年
の
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
合
格
者

数
は
合
計
二,

七
二
五
人
お
り
、
合
格
率
は
ほ
ぼ
四
割
弱
（
耕
種

は
五
割
弱
の
畜
産
よ
り
低
い
）
で
あ
る
。
だ
か
ら
毎
年
三
千
人
弱

が
日
本
に
残
る
こ
と
に
な
る
。
図
の
二
五
年
一
二
月
末
の
特
定
技
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　就農者を増やし必要な経営体数の維持を

能
は
一
、
二
号
の
合
計
だ
が
、
二
号
は
ま
だ
少
な
く
ほ
と
ん
ど
は

一
号
だ
と
し
て
、
こ
れ
を
五
で
割
れ
ば
八
千
人
弱
が
毎
年
帰
国
期

限
に
な
る
。。
そ
の
四
割
の
三
千
人
が
二
号
と
し
て
残
り
、
五
千

人
が
帰
国
す
る
形
で
あ
る
。

　
ま
た
農
業
従
事
の
特
定
技
能
一
号
で
二
五
年
六
月
（
三
・
五
万

人
）
の
県
別
人
数
は
示
さ
れ
て
い
る
（
表
は
略
）
が
、
最
大
は
茨

城
県
五
千
人
、
次
い
で
北
海
道
四
千
人
、
こ
れ
に
長
野
県
三
千

人
、
熊
本
二
千
人
と
続
く
が
、
こ
れ
ら
の
道
県
合
計
で
一
・
四
万

人
（
四
割
）
で
あ
り
、
残
り
の
六
割
が
各
県
に
分
散
す
る
。
茨
城

県
、
北
海
道
は
、
露
地
野
菜
、
施
設
園
芸
、
そ
し
て
畜
産
が
主
に

な
る
が
、
水
田
地
帯
が
主
の
府
県
で
は
外
国
人
は
少
な
い
。
特
に

西
日
本
や
中
山
間
で
外
国
人
は
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か

し
最
近
は
県
の
補
助
金
等
を
受
け
、
農
繁
期
へ
の
派
遣
に
よ
る
外

国
人
投
入
や
分
散
す
る
水
田
を
集
め
て
の
作
業
受
託
等
、
外
国
人

雇
用
で
対
応
す
る
工
夫
が
始
ま
っ
た
。
中
山
間
地
で
は
集
落
営

農
、
農
事
組
合
法
人
等
で
対
応
し
て
き
た
が
、
担
い
手
が
高
齢
化

し
減
少
す
る
中
で
、
日
本
人
の
代
わ
り
に
外
国
人
を
雇
用
す
る
動

き
が
出
て
い
る
。
耕
作
放
棄
を
取
る
か
、
外
国
人
を
入
れ
る
か
、

そ
う
し
た
時
期
に
来
て
い
る
。

　
こ
れ
は
茨
城
県
が
今
で
は
特
徴
だ
が
、
水
田
地
帯
で
は
外
国
人

を
雇
用
せ
ず
、
機
械
を
活
用
で
き
る
日
本
人
を
雇
用
し
て
の
大
規

模
水
田
普
通
作
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
稲
作
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
日

本
人
が
建
設
業
な
ど
に
移
動
し
、
や
む
を
得
ず
外
国
人
を
訓
練
し

て
ス
マ
ー
ト
農
業
の
稲
作
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
す
る
工
夫
が
始
ま
っ

た
。
茨
城
県
の
水
田
地
帯
に
も
、
も
と
も
と
外
国
人
が
多
い
畑
作

地
帯
と
同
様
に
、
外
国
人
が
表
れ
て
き
た
。
こ
の
方
式
を
取
り
入

れ
、
そ
う
し
た
工
夫
を
西
日
本
で
も
県
が
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
と
、
外
国
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
中
山
間
地
に
も
外

国
の
若
者
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
傾
向
が
広
が
れ
ば
、
従
来
の
畑
作
地
帯
、
施
設
園
芸
や
畜

産
地
帯
で
外
国
人
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
い
な
い
と
こ

ろ
に
外
国
人
が
増
え
る
。
特
定
技
能
一
号
で
雇
用
し
、
ス
マ
ー
ト

農
業
に
慣
れ
さ
せ
、
大
型
特
殊
免
許
も
取
得
で
き
る
ほ
ど
に
応
援

し
た
い
。
特
定
技
能
二
号
に
な
れ
ば
、
長
く
定
住
し
て
く
れ
る
の

で
教
育
投
資
を
回
収
で
き
る
。
二
号
の
人
は
一
号
の
人
を
指
導
し

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
で
き
る
。
未
だ
に
外
国
人
を
み
な

単
純
労
働
レ
ベ
ル
と
思
い
込
ん
で
い
る
と
、
認
識
の
大
き
な
間
違

い
に
な
る
。

６
．
さ
い
ご
に

　
就
農
者
が
増
え
る
た
め
に
は
農
業
で
生
活
で
き
る
収
入
が
増
え

な
い
と
進
ま
な
い
し
、
ま
た
雇
用
者
が
増
え
る
た
め
に
は
地
域
で

当
た
り
前
の
給
与
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上

で
、
技
術
や
経
験
を
有
す
る
も
の
を
優
遇
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

農
業
で
人
を
雇
用
す
る
際
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
で
は
経
験
不

問
、
専
門
を
問
わ
ず
、
と
い
っ
た
募
集
を
多
く
見
か
け
る
が
、
こ
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就農者を増やし必要な経営体数の維持を  

れ
は
よ
く
な
い
。
農
業
経
験
者
・
農
学
系
出
身
者
優
遇
、
ト
ラ
ク

タ
ー
・
農
業
機
械
操
作
経
験
者
歓
迎
、
さ
ら
に
は
将
来
的
に
圃
場

管
理
・
人
員
管
理
を
担
う
人
材
を
募
集
、
と
い
っ
た
条
件
を
、
た

と
え
規
模
が
小
さ
な
雇
用
型
家
族
経
営
で
も
、
示
す
必
要
が
あ

る
。

　
日
本
人
パ
ー
ト
と
同
じ
よ
う
に
地
域
の
最
低
賃
金
で
雇
用
が
始

ま
る
こ
と
が
多
い
外
国
人
で
あ
っ
て
も
、
勤
続
年
数
で
時
給
は
上

が
り
、
技
術
や
日
本
語
の
レ
ベ
ル
等
で
手
当
て
を
付
け
る
と
こ
ろ

が
増
え
て
来
て
い
る
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
だ
け
で
な
く
、
農
場
長

等
の
幹
部
に
外
国
人
が
就
く
例
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。。
地
域
の
中
小
企
業
と
し
て
、
農
業
も
そ
う
し
た
雇
用
条
件

を
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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農村と都市をむすぶ2026. 6

1
．
新
た
な
食
料
安
全
保
障
観
の
確
立
を
反
映
し
た
予
算

へ
の
変
化

　
本
稿
で
は
、
二
〇
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
、
と
く
に
当
初
予
算
重
点
事
項
の
Ⅰ
「
食
料
安
全
保
障
の
強

化
」
の
部
分
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
そ
の
特
徴
を
検
討
す
る
。

二
〇
二
五
年
度
当
初
予
算
の
構
成
と
「
食
料
安
全
保
障
」

　
ま
ず
、
重
点
事
項
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
項
目
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
き
た
か
を
、
過
去
の
予
算
概
要
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
て
み

た
い
。
二
〇
一
〇
年
度
以
降
の
予
算
の
中
で
、「
食
料
安
全
保

障
」、
あ
る
い
は
「
食
料
の
安
定
供
給
」
と
い
う
言
葉
が
重
点
事

項
の
項
目
名
と
し
て
使
わ
れ
た
の
は
、
二
〇
二
三
年
度
予
算
の
Ⅰ

「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転
換
対
策
」
が
初
め
て

で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
二
四
年
度
予
算
で
は
Ⅰ
「
食
料
の
安
定
供

給
の
確
保
」
と
な
っ
た
が
、
二
五
年
度
と
二
六
年
度
は
二
年
連
続

で
Ⅰ
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
」
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
安
定
供
給
」
と
「
安
全
保
障
」
の
間
で
揺
れ

て
い
た
言
葉
が
「
安
全
保
障
」
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
の
は
、
二
〇

二
四
年
五
月
に
成
立
し
た
新
基
本
法
に
お
い
て
、「
食
料
安
全
保

障
」
が
、「
良
質
な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ

れ
、
か
つ
、
国
民
一
人
一
人
が
こ
れ
を
入
手
で
き
る
状
態
」
と
規

定
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
二
四
年
度
と
二
五
年
度
で

Ⅰ
の
中
の
項
目
構
成
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
た
だ
し
、
二
〇
二
五
年
度
は
Ⅰ
の
１
⑵
②
と
し
て
、
後
述
す
る

二
四
年
度
補
正
に
引
き
続
き
「
共
同
利
用
施
設
の
整
備
等
」
が
新

た
な
項
目
と
し
て
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
二
四
年
度
の
Ⅰ
の
１
⑷

「
安
定
的
な
輸
入
の
確
保
」
は
二
五
年
度
に
は
「
安
定
的
な
輸
入

及
び
備
蓄
の
確
保
」
と
さ
れ
、
そ
の
③
と
し
て
「
不
測
時
に
備
え

食
料
安
全
保
障
・
食
料
政
策
関
連
予
算
の
動
向

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部　

友
田
滋
夫
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た
食
料
供
給
体
制
強
化
対
策
」
が
新
た
な
項
目
と
し
て
加
わ
っ

た
。
さ
ら
に
、「
国
民
一
人
一
人
が
こ
れ
を
入
手
で
き
る
状
態
」

に
関
し
て
は
、
二
四
年
度
の
Ⅰ
の
４
「
適
正
な
価
格
形
成
」
が
二

五
年
度
は
Ⅰ
の
３
「
合
理
的
な
価
格
の
形
成
」
と
さ
れ
、
二
五
年

度
Ⅰ
の
４
⑵
「
買
物
困
難
者
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
者
の
食

品
ア
ク
セ
ス
の
確
保
」
は
、
項
目
名
は
二
四
年
度
Ⅰ
の
５
⑵
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
当
該
項
目
の
「
主
要
事
業
概
要
」

を
見
る
と
、
二
四
年
度
に
は
書
き
込
ま
れ
て
い
た
食
品
ロ
ス
対
策

の
記
述
が
二
五
年
度
に
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
予
算
は
、
食
品
ロ

ス
対
策
と
食
品
ア
ク
セ
ス
対
策
の
二
兎
を
追
う
も
の
か
ら
、
食
品

ア
ク
セ
ス
対
策
に
純
化
し
て
い
く
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
二
五
年
度
予
算
は
、
旧
基
本
法
に
基
づ

く
二
四
年
度
予
算
の
項
目
構
成
を
引
き
ず
り
つ
つ
、
新
基
本
法
の

食
料
安
全
保
障
観
に
即
し
て
、「
食
料
安
全
保
障
」
と
い
う
用
語

を
用
い
、
い
く
つ
か
の
点
で
新
た
な
食
料
安
全
保
障
観
に
基
づ
く

取
り
組
み
内
容
を
入
れ
込
ん
だ
も
の
と
言
え
る
。

補
正
予
算
に
お
け
る
「
食
料
安
全
保
障
」
の
登
場

　
新
た
な
食
料
安
全
保
障
観
は
、
食
料
安
定
供
給
・
農
林
水
産
業

基
盤
強
化
本
部
「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
新
た
な
展
開
方

向
」（
二
〇
二
三
年
六
月
）
の
食
料
安
全
保
障
論
を
契
機
と
し
て

明
確
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
二
三
年
度
補
正
予
算
で
も
「
食
料
安

全
保
障
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
補
正
予
算
は
、
二

三
年
度
、
二
四
年
度
、
二
五
年
度
と
も
に
Ⅰ
～
Ⅴ
の
大
項
目
で
構

成
さ
れ
る
が
、
二
三
年
度
補
正
の
Ⅰ
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
た
構
造
転
換
対
策
」
が
、
二
四
年
度
補
正
で
は
Ⅰ
「
新
基
本

計
画
推
進
集
中
対
策
」
に
置
き
換
わ
り
、
二
五
年
度
補
正
で
は
Ⅱ

「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
の
た
め
の
重
点
対
策
」
に
置
き
換
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
他
の
四
大
項
目
に
つ
い
て
は
、
順
序
の
入
れ
替
え

は
あ
る
が
、
名
称
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二

五
年
度
補
正
の
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
の
た
め
の
重
点
対
策
」

は
二
四
年
度
補
正
の
「
新
基
本
計
画
推
進
集
中
対
策
」
に
相
当
す

る
も
の
で
、
そ
れ
は
ま
た
二
三
年
度
補
正
の
「
食
料
安
全
保
障
の

強
化
に
向
け
た
構
造
転
換
対
策
」
に
相
当
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　
そ
こ
で
二
〇
二
三
年
度
補
正
の
Ⅰ
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
た
構
造
転
換
対
策
」
と
二
四
年
度
補
正
の
Ⅰ
「
新
基
本
計
画

推
進
集
中
対
策
」
の
中
の
項
目
を
比
べ
る
と
、
二
四
年
度
補
正
で

は
Ⅰ
の
中
に
１
「
地
域
農
業
を
支
え
る
食
料
供
給
基
盤
の
強
化
」

が
新
設
さ
れ
、
そ
の
中
に
①
「
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
・
合

理
化
」
と
②
「
農
地
の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
」
が
置
か
れ
て

い
る
。

　
そ
し
て
、
二
〇
二
三
年
度
補
正
の
大
項
目
で
あ
っ
た
Ⅰ
「
食
料

安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転
換
対
策
」
の
中
の
項
目
は
、

１
⑴
か
ら
３
⑶
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
二
四
年
度
補
正
の

Ⅰ
の
２
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転
換
対
策
」
に

取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
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両
者
の
違
い
は
、
二
〇
二
四
年
度
補
正
に
お
い
て
Ⅰ
の
２
⑵

「
生
産
者
の
急
減
に
備
え
た
生
産
基
盤
の
構
造
転
換
対
策
」
の
中

に
、「〈
中
山
間
地
域
等
の
振
興
〉」
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
は
①
②
と
い
っ
た
丸
数
字
レ
ベ
ル
の
項
目
の
変
化
に
と

ど
ま
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
二
三
年
度
補
正
予
算
と
比
べ
た
二
四
年
度

補
正
の
特
徴
は
、「
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
・
合
理
化
」
と

「
農
地
の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
」
を
冒
頭
に
位
置
づ
け
た
こ

と
に
あ
り
、
二
六
年
度
予
算
に
お
け
る
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対

策
」
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
新
基
本
法
に
基

づ
い
て
二
五
年
の
新
基
本
計
画
策
定
に
向
け
て
の
議
論
が
進
む
中

で
、
新
基
本
計
画
に
描
か
れ
た
「
初
動
五
年
間
で
農
業
の
構
造
転

換
を
集
中
的
に
推
し
進
め
る
」
に
向
け
た
予
算
が
、
す
で
に
二
四

年
度
補
正
の
段
階
か
ら
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
二
〇
二
四
年
度
と
二
五
年
度
の
補
正
予
算
を
比
べ
る
と
、
さ
ら

に
違
い
は
大
き
い
。
最
大
の
違
い
は
、「
構
造
転
換
」
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
二
〇
二
四
年
度
補
正
重
点
事
項
の
Ⅰ
「
新
基
本
計
画
推
進
集
中

対
策
」
と
二
五
年
度
補
正
重
点
事
項
の
Ⅱ
「
食
料
安
全
保
障
の
強

化
の
た
め
の
重
点
対
策
」
の
中
の
項
目
を
比
較
す
る
と
、
二
五
年

度
補
正
で
は
⑴
と
し
て
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
」
が
置
か
れ

た
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

　
そ
し
て
「
構
造
転
換
」
は
こ
の
項
目
に
集
約
さ
れ
、
他
の
項
目

か
ら
は
「
構
造
転
換
」
と
い
う
言
葉
が
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
二
〇
二
四
年
度
補
正
重
点
事
項
の
Ⅰ
の
２
⑴
「
過
度
な

輸
入
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
構
造
転
換
対
策
」
は
二
五
年
度

補
正
で
は
Ⅱ
の
⑵
「
過
度
な
輸
入
依
存
か
ら
の
脱
却
」
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
二
四
年
度
補
正
重
点
事
項
の
Ⅰ
の
２
⑵
「
生
産
者
の

急
減
に
備
え
た
生
産
基
盤
の
構
造
転
換
対
策
」
も
二
五
年
度
補
正

で
は
Ⅱ
の
⑶
「
生
産
者
の
急
減
に
備
え
た
生
産
基
盤
の
再
構
築
」

と
さ
れ
る
。
同
様
に
、
二
四
年
度
補
正
重
点
事
項
Ⅰ
の
２
⑶
「
国

民
一
人
一
人
の
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た
食
料
シ
ス
テ
ム

の
構
造
転
換
対
策
」
も
二
五
年
度
補
正
で
は
Ⅱ
の
⑷
「
国
民
一
人

一
人
の
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た
持
続
的
な
食
料
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
と
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
二
三
年
度
か
ら
二
五
年
度
ま
で
の
補
正

予
算
の
推
移
を
見
る
と
、
二
四
年
度
補
正
に
お
い
て
新
基
本
計
画

策
定
に
向
け
た
変
化
が
始
ま
り
、
二
五
年
度
補
正
に
お
い
て
そ
れ

が
完
成
し
、「
食
料
安
全
保
障
」
と
「
構
造
転
換
」
が
峻
別
さ
れ

た
と
い
え
る
。

食
料
安
全
保
障
と
構
造
転
換
の
関
連
を
整
理
し
た
二
〇
二
六
年
度

当
初
予
算

　
二
〇
二
五
年
度
と
二
六
年
度
の
当
初
予
算
は
、
Ⅰ
「
食
料
安
全

保
障
の
強
化
」
を
第
一
に
掲
げ
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、

Ⅰ
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
項
目
は
若
干
異
な
る
。
特
に
、
二
六
年
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度
予
算
の
Ⅰ
の
１
に
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
」
が
新
設
さ
れ

た
こ
と
が
最
も
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
二
〇
二
四
年
度
と
二
五
年
度
の
当
初
予
算
の
Ⅰ

の
１
に
置
か
れ
て
い
た
「
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
に
向
け
た
構

造
転
換
」
は
、
二
六
年
度
当
初
予
算
で
は
「
食
料
の
安
定
供
給
」

の
部
分
と
「
構
造
転
換
」
の
部
分
に
分
割
さ
れ
、
１
「
農
業
構
造

転
換
集
中
対
策
」
と
２
「
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
」
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
項
目
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
新
基
本
計
画
で
「
初
動

五
年
間
で
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的
に
推
し
進
め
る
」
と
さ

れ
、
二
五
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
二
〇
二
五
」
で
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
に

お
い
て
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
や
農
業
・
畜
産
業
の
生
産
基
盤

の
強
化
等
を
推
進
す
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
食
料
安
全

保
障
と
構
造
転
換
の
関
係
を
明
確
に
し
つ
つ
、
食
料
安
全
保
障
の

た
め
に
構
造
転
換
を
図
る
と
い
う
論
理
が
意
識
さ
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
二
三
年
度
補
正
・
二
四
年
度
当
初
予
算

は
旧
基
本
法
・
旧
基
本
計
画
の
「
食
料
の
安
定
供
給
」
観
に
基
づ

く
予
算
で
あ
っ
た
が
、
二
四
年
度
補
正
・
二
五
年
度
当
初
予
算
は

移
行
期
で
「
食
料
安
全
保
障
」
と
「
構
造
転
換
」
が
混
然
一
体
と

な
っ
て
お
り
、
二
五
年
度
補
正
・
二
六
年
度
当
初
予
算
に
至
っ

て
、「
食
料
安
全
保
障
」
と
そ
の
た
め
の
「
農
業
構
造
転
換
集
中

対
策
」
と
い
う
関
係
が
明
確
に
整
理
さ
れ
た
と
言
え
る
。

２
．
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
と
食
料
安
全
保
障

農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
の
予
算
額

　
そ
こ
で
、「
食
料
安
全
保
障
」
と
そ
の
た
め
の
「
農
業
構
造
転

換
集
中
対
策
」（
以
下
「
集
中
対
策
」）
と
い
う
関
係
が
整
理
さ
れ

た
二
〇
二
五
年
度
補
正
・
二
六
年
度
当
初
予
算
と
、
そ
れ
が
移
行

期
に
あ
っ
た
二
四
年
度
補
正
・
二
五
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、

よ
り
細
か
く
予
算
項
目
や
金
額
、
概
要
を
比
較
し
て
み
る
。

　
ま
ず
、「
集
中
対
策
」
は
表
１
の
よ
う
に
、
当
初
予
算
総
額
四

九
四
億
円
で
、
前
年
度
比
二
・
〇
倍
に
な
っ
た
。

　
「
集
中
対
策
」
の
中
に
は
、
①
～
④
の
項
目
が
置
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
二
〇
二
五
年
五
月
の
自
民
党
食
料
安
全
保
障
強
化
本

部
・
総
合
農
林
政
策
調
査
会
・
農
林
部
会
合
同
会
議
の
「
農
業
構

造
転
換
集
中
対
策
の
実
施
に
向
け
た
緊
急
決
議
」
に
挙
げ
ら
れ
た

四
つ
の
項
目
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
①
は
「
農
業
農
村
整
備
（
農
地
の
大
区
画
化
等
）」
で
、
当
初

予
算
増
加
率
は
一
・
三
倍
に
と
ど
ま
る
。
内
容
的
に
も
従
来
の
農

業
農
村
整
備
関
連
事
業
を
冒
頭
に
集
約
し
た
性
格
が
強
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
③
「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
・
新
品
種
の
開

発
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
農
業
機
械
の
導
入
」
は
当
初
予
算
が

一
・
九
倍
に
伸
び
て
い
る
。
ま
た
④
「
施
設
整
備
、
販
路
拡
大
等

を
通
じ
た
輸
出
産
地
の
育
成
」
も
一
・
七
倍
に
伸
び
て
い
る
。

一
・
七
～
一
・
九
倍
と
い
う
水
準
は
、「
集
中
対
策
」
予
算
の
平
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均
的
な
伸
び
と
同
程
度
で
あ
る
。

「
集
中
対
策
」
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
の
拡
充

　
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
わ
る
予
算
に
つ
い
て
、
二
〇
二
五
年
度
と

二
六
年
度
の
当
初
予
を
比
べ
る
と
、
二
六
年
度
に
新
た
な
内
容
が

加
え
ら
れ
た
項
目
と
し
て
、
Ⅱ
の
１
⑷
①
「
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
体
の
育
成
・
確
保
」
が
あ
る
。
二
五
年
度
の
Ⅱ
の
１
⑷
①

「
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
育
成
・
確
保
」
で
は
使
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
い
う
言
葉
が
二
六
年
度
の
同

項
目
で
は
二
度
使
わ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

技
術
の
利
用
を
極
め
て
重
視
す
る
内
容
に
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
二
〇
二
六
年
度
Ⅱ
の
２
②
「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
・
革

新
的
新
品
種
の
開
発
・
供
給
」
に
関
し
て
は
、
二
五
年
度
Ⅱ
の
２

②
で
も
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
二
六
年
度
予
算
で
は
ス
マ
ー
ト
技
術
の
即
戦
力
性
、
大
規
模

性
、
ス
マ
ー
ト
技
術
に
よ
る
生
産
性
の
抜
本
的
向
上
と
い
っ
た
点

が
強
調
さ
れ
る
内
容
に
変
化
し
て
い
る
。

　
Ⅱ
の
２
③
「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
導
入
の

加
速
化
」
も
、
二
〇
二
五
年
度
か
ら
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
の

記
述
が
あ
る
も
の
の
、
二
五
年
度
は
「
モ
デ
ル
的
な
取
組
」
の
支

援
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
六
年
度
は
「
モ
デ
ル

的
」
と
い
う
言
葉
が
削
除
さ
れ
、
よ
り
広
範
な
対
象
を
支
援
す
る

方
向
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
効

表１　農業構造転換集中対策予算の増加状況

「農林水産予算の概要」より作成

億円、倍

A 
26年度 
当初

B 
25年度 
補正

C 
A+B 

D 
25年度 
当初

A/D C/D

農業構造転換集中対策 494 2,410 2,904 244 2.0 11.9

①農業農村整備 166 574 740 126 1.3 5.9

②共同利用施設の再編集約・合理化 238 811 1,049 69 3.4 15.2

③スマート農業技術・新品種の開発、
生産性向上に資する農業機械の導入 54 897 951 28 1.9 34.0

④施設整備、販路拡大等を通じた輸出
産地の育成 37 129 166 22 1.7 7.5
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果
を
高
め
る
栽
培
体
系
と
機
械
の
導
入
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
Ⅱ
の
３
⑥
「
農
業
生
産
基
盤
情
報
通
信
環
境
整
備
事

業
」
は
、
二
〇
二
六
年
度
に
新
設
さ
れ
た
項
目
で
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
実
装
等
に
必
要
な
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
支
援
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
関
係
予
算
は
、
単
に
「
集
中
対

策
」
の
予
算
が
大
き
く
伸
び
た
だ
け
で
な
く
、
内
容
面
で
の
拡
充

を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
食
料
安
全
保
障
上
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
位

置
づ
け
が
格
段
に
高
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　「
集
中
対
策
」
に
対
応
し
た
輸
出
支
援

　
二
〇
二
六
年
度
当
初
予
算
の
重
点
事
項
Ⅰ
の
６
（
二
五
年
度
は

Ⅰ
の
５
）「
農
産
物
・
食
品
の
輸
出
の
促
進
」
を
見
る
と
、
そ
の

項
目
構
成
は
両
年
度
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
二
六
年

度
の
方
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
戦
略
的
」
と
い
う

用
語
は
、
二
五
年
度
ま
で
は
⑵
の
輸
出
先
で
の
商
流
開
拓
・
市
場

開
拓
の
項
目
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
二
六
年
度
か
ら
は
⑴
「
輸
出

産
地
の
形
成
・
供
給
体
制
の
強
化
」
の
項
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
輸
出
拡
大
を
前
提
と
し
て
、
輸
出
向
け
国
内
生
産
体

制
の
整
備
と
海
外
市
場
へ
の
効
率
的
供
給
に
重
点
が
置
か
れ
、「
戦

略
的
」
対
応
の
範
囲
を
広
げ
た
と
言
え
る
。

　
ま
た
、「
農
産
物
・
食
品
の
輸
出
の
促
進
」
の
う
ち
⑴
①
「
輸

出
産
地
・
事
業
者
の
育
成
・
展
開
」
は
、
二
〇
二
四
年
度
四
四
億

円
、
二
五
年
度
六
八
億
円
、
二
六
年
度
七
五
億
円
と
連
年
増
額
さ

れ
て
お
り
、
補
正
予
算
も
二
四
年
度
に
比
し
て
二
五
年
度
は
増
額

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
五
年
度
、
二
六
年
度
当
初
予
算
と
も

に
、
単
な
る
輸
出
産
地
の
形
成
で
は
な
く
、
大
規
模
輸
出
産
地
の

形
成
を
支
援
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
輸
出
専
用
大
規
模
産
地

の
育
成
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
の
「
輸
出
促

進
に
向
け
た
環
境
整
備
」
の
当
初
予
算
は
二
四
年
度
と
二
五
年
度

が
一
三
億
円
、
二
六
年
度
が
一
二
億
円
と
停
滞
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
集
中
対
策
」
④
に
関
連
す
る
予
算
額
が
大
幅

に
伸
び
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
の
変
化
か
ら
み
て
も
、
輸
出

専
用
大
規
模
産
地
か
ら
輸
出
先
現
地
ま
で
を
一
体
の
も
の
と
し
て

と
ら
え
て
合
理
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
、
大
量
生

産
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り
、
品
質
面
だ
け
で
は
な
く
価
格
面
に

お
い
て
も
現
地
市
場
で
勝
ち
抜
く
と
い
う
戦
略
へ
と
移
行
し
つ
つ

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
国
内
向
け
供
給
が
不
安
定
化

し
、
輸
出
志
向
に
よ
っ
て
茶
葉
等
の
一
部
産
品
の
国
内
向
け
供
給

が
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、
牛
肉
に
つ
い
て
は
和
牛
を
中
心
に
輸

出
が
順
調
に
伸
び
続
け
る
一
方
で
、
国
内
需
要
は
低
迷
し
、
国
産

牛
肉
は
一
般
家
庭
の
日
常
食
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
。「
良
質

な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
か
つ
、
国
民

一
人
一
人
が
こ
れ
を
入
手
で
き
る
状
態
」
と
は
、
日
常
食
が
安
定

的
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る
は
ず
で
あ
る
。
輸
出
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志
向
に
よ
っ
て
、
国
民
が
日
常
的
に
は
食
べ
な
い
農
産
物
の
生
産

に
傾
斜
す
る
こ
と
は
、
食
料
安
全
保
障
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「
集
中
対
策
」
に
お
け
る
共
同
利
用
施
設
再
編
予
算
の
突
出
し
た

伸
び

　
「
集
中
対
策
」
の
中
で
③
と
④
以
上
に
伸
び
て
い
る
の
は
②
の

「
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
・
合
理
化
」
で
、
伸
び
率
は
三
・

四
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
内
容
は
、
施
設
整
備
・
更
新
と
い
う

よ
り
も
、「
再
編
集
約
・
合
理
化
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
二
〇
二
五
年
度
と
二
六
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
共
同
利
用

施
設
に
関
す
る
重
点
事
項
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
Ⅰ
の
２
⑶
②
（
二
〇
二
五
年
度
の
Ⅰ
の
１
⑵
②
）「
共
同
利
用

施
設
の
整
備
等
」
は
、
二
五
年
度
予
算
で
「
老
朽
化
し
た
共
同
利

用
施
設
の
再
編
集
約
・
合
理
化
や
産
地
の
生
産
基
盤
強
化
を
支

援
」
と
さ
れ
て
い
た
部
分
か
ら
、
二
六
年
度
予
算
で
は
「
産
地
の

生
産
基
盤
強
化
」
と
い
う
語
句
が
削
除
さ
れ
、「
老
朽
化
し
た
共

同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
・
合
理
化
を
支
援
」
と
な
っ
た
。
ま

た
、
二
六
年
度
Ⅰ
の
５
⑴
「
物
流
革
新
に
向
け
た
取
組
の
推
進
」

（
二
五
年
度
の
Ⅰ
の
４
⑴
）
で
は
、
二
五
年
度
予
算
に
は
な
か
っ

た
「
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
卸
売
市
場
の
再
編
集
約
・
合
理
化
等

の
取
組
を
支
援
」
と
い
う
文
言
が
書
き
加
え
ら
れ
、
卸
売
市
場
の

再
編
・
統
合
の
方
針
が
明
示
さ
れ
た
。

　
主
要
事
業
概
要
で
共
同
利
用
施
設
の
整
備
支
援
予
算
額
を
見
て

も
、
全
体
で
一
九
、
九
五
二
百
万
円
か
ら
三
三
、
七
五
二
百
万
円

へ
と
増
額
さ
れ
た
増
額
分
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
再
編
集
約
・
合
理
化

に
係
る
予
算
の
増
額
分
で
あ
り
、「
老
朽
化
し
た
共
同
利
用
施
設

の
再
編
集
約
・
合
理
化
」
の
重
点
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
共
同
利
用
施
設
予
算
は
、
人
口
減
少
に
伴
う

国
内
市
場
縮
小
対
応
と
し
て
、
再
編
合
理
化
を
強
力
に
推
し
進
め

る
た
め
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
再

編
合
理
化
は
、
小
規
模
産
地
の
生
き
残
り
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し

て
い
き
、「
産
地
の
再
編
合
理
化
」
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
中

山
間
地
域
等
の
小
規
模
産
地
が
再
編
合
理
化
さ
れ
れ
ば
、
食
料
安

全
保
障
の
後
退
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

３
．
食
料
調
達
の
不
安
定
化
と
食
料
安
全
保
障

「
令
和
の
米
騒
動
」
へ
の
対
応

　
二
〇
二
六
年
度
当
初
予
算
重
点
事
項
Ⅰ
の
２
⑴
「
米
の
安
定
供

給
に
向
け
た
環
境
整
備
」
は
二
六
年
度
か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た

項
目
で
、「
米
穀
等
安
定
生
産
・
需
要
開
拓
総
合
対
策
事
業
」
と
、

「
米
穀
周
年
供
給
・
需
要
拡
大
支
援
事
業
」
か
ら
な
る
。
そ
の
う

ち
前
者
は
二
五
年
度
当
初
予
算
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
二
五
年

度
補
正
か
ら
予
算
が
組
ま
れ
、
二
六
年
度
当
初
予
算
に
も
計
上
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
二
五
年
度
当
初
予
算
で
も
同
額
が
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計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
新
た
に
組
ま
れ
た
「
米
穀
等
安
定
生
産
・
需
要
開
拓

総
合
対
策
事
業
」
の
内
訳
を
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
の
表

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
「
米
穀
等
安
定
生
産
・
需
要
開
拓
総
合
対
策

事
業
」
は
、「
流
通
円
滑
化
」
や
「
需
要
開
拓
」
よ
り
も
、「
生
産

力
強
化
」
と
「
需
給
安
定
」
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。「
生
産
力

強
化
」
の
内
容
と
し
て
は
、
高
温
耐
性
や
多
収
性
品
種
の
供
給
体

制
の
構
築
、
稲
作
コ
ス
ト
削
減
や
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
「
需
給
安
定
」
に
つ
い
て
は
、
米
粉
の
利
用
拡
大
と
安
定
供
給

に
向
け
た
原
料
米
複
数
年
契
約
の
取
組
支
援
、
加
工
用
米
・
新
市

場
開
拓
用
米
の
安
定
供
給
の
た
め
の
供
給
力
強
化
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
特
に
補
正
予
算
の
大
半
は
「
米
粉
原
料
安
定
供
給
に
対
す

る
支
援
」
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
表
２
の
「
米
粉
需
要
創
出
・
利
用
促
進
対
策
事
業
」
に

は
、
二
〇
二
四
年
度
補
正
に
も
二
五
年
度
補
正
と
同
額
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、「
補
正
予
算
の
主
要
事
業
概
要
」
に
掲
げ
ら
れ
た

「
事
業
の
内
容
」
を
比
べ
る
と
、
二
四
年
度
は
三
項
目
で
あ
っ
た

が
、
二
五
年
度
に
は
四
項
目
目
と
し
て
「
原
料
米
の
安
定
供
給
に

向
け
た
複
数
年
契
約
の
取
組
に
か
か
る
経
費
を
支
援
」
す
る
こ
と

が
加
わ
っ
た
。

　
同
様
に
、
二
〇
二
六
年
度
当
初
予
算
Ⅰ
の
２
⑵
①
「
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
等
」（
二
五
年
度
Ⅰ
の
１
⑴
①
）
の
内
容
も
、

表２　米穀等安定生産・需要開拓総合対策事業の予算額

「農林水産予算の概要」より作成

単位：百万円
26年度当初 25年度補正 合計

米穀等生産力強化促進事業 714 184 898
気候変動対応等高需要種子増産・確保緊
急対策事業 184 184

健全種子生産のための施設整備 50 50
急激な需要増に対する種もみ等確保に
対する支援 134 134

米穀流通円滑化促進事業 30 200 230
米穀等需要開拓事業 220 220
米穀需給安定対策事業 550 2,000 2,550

米粉需要創出・利用促進対策事業 2,000 2,000
米粉商品開発等に対する支援 440 440
米・米粉消費拡大に向けた支援 100 100
米粉製品製造能力強化等に対する支援 200 200

米粉原料安定供給に対する支援 1,260 1,260
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二
六
年
度
か
ら
酒
造
好
適
米
を
新
た
に
対
象
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
二
四
年
度
補
正
ま
で
は
「
需
要
」
の
方

に
目
を
向
け
て
い
た
が
、「
令
和
の
米
騒
動
」
と
主
食
用
米
へ
の

作
付
シ
フ
ト
を
踏
ま
え
、
二
六
年
度
予
算
で
は
「
供
給
」
の
面
に

も
目
を
向
け
、
加
工
原
料
米
が
不
足
す
る
こ
と
に
備
え
た
。
総
じ

て
、「
コ
メ
過
剰
」
を
前
提
と
し
た
政
策
か
ら
、「
過
剰
と
不
足
の

振
れ
幅
が
大
き
く
な
る
時
代
」
へ
の
移
行
を
前
提
と
し
た
予
算
編

成
と
言
え
る
。
今
後
も
気
候
条
件
に
よ
る
作
況
変
動
が
大
き
く
な

る
傾
向
は
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
主
食
用
米
と

そ
の
他
用
途
向
け
の
米
の
価
格
差
を
一
定
範
囲
に
抑
え
る
よ
う
な

仕
組
み
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
二
〇
二
六
年
度
当
初
予
算
重
点
事
項
Ⅰ
の
２
⑶
①
（
二

五
年
度
の
Ⅰ
の
１
⑵
①
）「
持
続
的
生
産
強
化
対
策
事
業
」
で
も
、

二
六
年
度
は
二
五
年
度
と
比
べ
て
高
温
障
害
対
策
が
格
段
に
強
調

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
養
蜂
支
援
対
策
」
で
「
暑
熱
ス
ト
レ
ス
」

に
言
及
し
、「
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
へ
の
投
資
促
進
」
で
「
高
温
等
」

の
環
境
変
化
を
取
り
上
げ
る
等
、
米
以
外
の
広
範
な
品
目
に
わ
た

っ
て
、
気
候
変
動
に
よ
る
食
料
供
給
の
不
安
定
化
が
意
識
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　輸
入
農
産
物
の
調
達
先
の
多
元
化

　
気
候
変
動
と
と
も
に
食
料
安
全
保
障
を
脅
か
す
の
が
、
国
際
関

係
の
不
安
定
化
で
あ
る
。
二
〇
二
六
年
度
当
初
予
算
重
点
事
項
Ⅰ

の
２
⑸
①
「
食
料
・
生
産
資
材
の
安
定
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
確
保
」
で
は
、
当
初
予
算
額
こ
そ
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
補
正

予
算
が
三
億
円
か
ら
二
五
億
円
へ
と
大
幅
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。

補
正
予
算
重
点
事
項
の
内
容
と
し
て
、
二
五
年
度
補
正
Ⅱ
の
⑷
①

で
は
、
二
四
年
度
補
正
に
な
か
っ
た
「
輸
入
元
国
転
換
に
伴
う
周

年
安
定
供
給
体
制
の
確
保
」
と
い
う
内
容
が
加
わ
っ
た
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
穀
物
供
給
不
安
、
ア
メ
リ
カ
の
自
国

第
一
主
義
的
な
貿
易
政
策
等
を
踏
ま
え
、
輸
入
を
少
数
の
国
に
依

存
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
輸
入
先
の
多
元
化
を
目
指
す

も
の
と
言
え
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
輸
入
依
存
体
制
の
リ
ス
ク
の

高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
世
界
は
「
力
に
よ
る
支
配
」
の
方
向
に

行
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、「
力
に
よ
る
支
配
」
の
否
定

が
農
産
物
調
達
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、「
力
に
よ
る

支
配
」
の
流
れ
に
日
本
が
乗
る
こ
と
は
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
も
望
ま
し
く
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
農
産
物
の
国
内
調
達

力
を
強
め
る
こ
と
は
、「
力
に
よ
る
支
配
」
に
対
抗
す
る
上
で
も

必
要
な
こ
と
と
な
ろ
う
。

　円
滑
な
食
品
ア
ク
セ
ス
対
策
の
物
流
革
新
へ
の
傾
斜

　
二
〇
二
六
年
度
当
初
予
算
重
点
事
項
Ⅰ
の
５
（
二
五
年
度
は
Ⅰ

の
４
）「
円
滑
な
食
品
ア
ク
セ
ス
の
確
保
」
の
う
ち
、
⑴
「
物
流

革
新
に
向
け
た
取
組
の
推
進
」
に
係
る
補
正
予
算
を
見
る
と
、
二

四
年
度
補
正
と
比
べ
て
二
五
年
度
補
正
で
は
大
幅
に
増
額
さ
れ
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た
。
こ
れ
は
、
前
述
の
通
り
「
集
中
対
策
」
の
②
「
共
同
利
用
施

設
の
再
編
集
約
・
合
理
化
」
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、「
円
滑
な
食
品
ア
ク
セ
ス
」
の
⑵
「
買
物
困

難
者
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
者
の
食
品
ア
ク
セ
ス
の
確
保
」

の
当
初
予
算
は
、
二
〇
二
四
年
度
が
三
億
円
の
内
数
、
二
五
年
度

が
二
億
円
の
内
数
、
二
六
年
度
が
四
億
円
の
内
数
で
あ
る
。
ま

た
、
補
正
予
算
は
、
二
四
年
度
が
五
億
円
＋
三
〇
億
円
の
内
数
に

対
し
て
二
五
年
度
が
六
億
円
で
あ
る
。
当
初
予
算
、
補
正
予
算
と

も
、
順
調
に
伸
び
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
生
活
保
護
世
帯
数
は
二
〇
一
〇
年
代
後
半
以
降
、
約
一
六
〇
万

世
帯
で
高
止
ま
り
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は

二
〇
二
五
年
六
月
時
点
で
二
八
九
団
体
だ
っ
た
も
の
が
二
〇
二
六

年
四
月
時
点
で
三
一
八
団
体
へ
と
増
加
（
農
林
水
産
省
の
「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
オ
ー
プ
ン
リ
ス
ト
」
掲
載
数
）
し
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
前
述
の
輸
出
対
策
予
算
の
伸
び
と
比
べ
て
買
物
困
難

者
・
困
窮
者
対
策
予
算
は
桁
違
い
に
少
な
い
。
経
済
的
困
窮
者
の

滞
留
、
食
品
ア
ク
セ
ス
困
難
者
の
増
加
に
見
合
っ
た
予
算
の
伸
び

と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
般
家
庭
の
日
常
食
に
供
さ
れ
る
食
料
品
価
格
の
上
昇
と
食
料

供
給
不
安
定
化
リ
ス
ク
の
高
ま
り
の
下
、「
良
質
な
食
料
が
合
理

的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
か
つ
、
国
民
一
人
一
人
が
こ

れ
を
入
手
で
き
る
状
態
」
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
予
算
の

拡
充
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



編
集
後
記

　
米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
攻
撃
か
ら
三
ヶ
月
以
上
が
経
過

し
、
現
在
は
停
戦
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
原
油
の

流
通
が
滞
っ
て
お
り
、
世
界
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
▼
国
内
に
お
い
て
も
備
蓄
原
油
の
放
出
や
調
達
先
国
の
切
換

な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済
最
優
先
の
高
市
政

権
で
は
、
国
民
へ
の
節
電
の
呼
び
か
け
な
ど
、
長
期
的
な
展
望
に

立
っ
た
対
策
が
後
手
回
し
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
▼
政
府
は
、
五
月
下
旬
に
よ
う
や
く
補
正
予
算
案
の
編
成
を

決
断
し
ま
し
た
が
、
防
衛
予
算
増
額
に
踏
み
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に

比
較
す
れ
ば
、
国
民
生
活
を
軽
視
し
て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん

▼
ま
た
、
米
国
政
府
は
イ
ラ
ン
攻
撃
に
要
し
た
戦
費
に
つ
い
て
、

約
二
九
〇
億
ド
ル
（
約
四
兆
六
千
億
円
）
と
の
見
積
も
り
を
示
し

て
い
ま
す
（
五
月
一
二
日
現
在
）
▼
一
方
、
日
本
の
二
〇
二
六
年

度
政
府
予
算
は
約
一
二
二
兆
円
、
う
ち
農
林
水
産
関
係
予
算
は
二

五
年
度
補
正
を
含
め
て
も
約
三
兆
円
で
あ
り
、
米
国
が
イ
ラ
ン
攻

撃
に
費
や
し
た
二
ヶ
月
分
の
戦
費
が
こ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま
す
▼

こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
政
府
は
、
二
七
年
度
迄
に
米
国
か
ら
ト
マ

ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
四
百
発
を
購
入
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

米
国
は
、
イ
ラ
ン
攻
撃
に
よ
り
ミ
サ
イ
ル
在
庫
が
枯
渇
し
た
こ
と

を
理
由
に
納
期
の
遅
れ
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
自
国
の
都
合
に
よ

り
日
本
の
安
全
保
障
を
蔑
ろ
す
る
身
勝
手
さ
と
、
そ
れ
で
も
な
お

米
国
追
従
姿
勢
を
貫
く
高
市
政
権
の
無
責
任
さ
を
厳
し
く
指
摘
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
▼
さ
て
、
今
月
号
の
特
集
は
、「
二
〇

二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
の
特
徴
と
課
題
」
と
題
し
四
名
の
編
集

委
員
か
ら
の
論
稿
を
掲
載
し
ま
し
た
。
各
執
筆
者
か
ら
は
、
二
六

年
度
予
算
と
二
五
年
度
補
正
を
中
心
に
、
構
造
転
換
、
担
い
手
対

策
、
食
料
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
農
林
水
産
予
算
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
▼
政
府
は
、
国
家
・
国
民
の
た
め
に
安
全
保
障

を
謳
う
の
で
あ
れ
ば
、
短
期
間
で
膨
大
な
予
算
を
浪
費
す
る
防
衛

費
の
拡
大
で
は
な
く
、
国
民
の
食
料
を
持
続
的
に
確
保
す
る
た
め

の
農
林
水
産
予
算
の
拡
充
・
強
化
を
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、
現
下

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
政
策
を
早
急
に
見
直
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、

補
正
あ
り
き
の
予
算
編
成
や
「
予
備
費
」
に
数
兆
円
も
の
予
算
を

計
上
す
る
、
い
び
つ
な
財
政
運
営
手
法
に
も
一
石
を
投
じ
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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